


PICK UP

今月の表紙
10 月７日、８日に「きほ

く生花展・お茶会」が開催
されました。ダイナミック
な作品から、上品な作品ま
で、来場者の足を止める作
品がたくさんありました。

また、お茶会では目の前
でたてたお茶を楽しむこと
ができ、日本の伝統に触れ
られる、時間となりました。
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くらしのカレンダー
「鬼北町暮らしの応援商品券」を配布します！
鬼北町議会９月定例会
鬼北町財政状況の公表
地域福祉
まちのお知らせ
まちのアルバム
Information	
コラムの広場
健康ほくほく通信・戸籍の窓	
Happy	Birthday
ほくほく鬼北家族の絆
健康づくり応援レシピ

CONTENTS_ 目次

人口と世帯数　	9月30日現在
人　口	 9,335人	 （―15）
男　性	 4,366人	 （―14）
女　性	 4,969人	 （―		1）
世帯数	 4,821世帯	（―		2）
※（　）は前月比です。

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

10/29 10/30 10/31 1 2 3 	文化の日

　	近永・泉

4

5 6 7 8 9

　　		日吉

10

　	好藤・愛治・三島

11

　	泉

12 13 14 15 16 17

　	近永・泉

18

19 20 21 22 23	勤労感謝の日

　	日吉

24 

　	好藤・愛治・三島

25

　	三島・日吉

26 27 28 29 30 12/1 12/2

休日当番医
日 医院名・電話番号

3
篠 　 原 　 医 　 院☎45-3370
吉田内科泌尿器科医院☎25-1330
市立宇和島病院小児科☎25-1111

5
い し む ら 整 形 外 科☎20-6635
中 　 山 　 内 　 科☎22-0707
桑　折　小　児　科☎24-5633

12
加 藤 整 形 外 科☎22-7111
清水内科・循環器内科☎22-1492
市立宇和島病院小児科☎25-1111

19
市立宇和島病院外科☎25-1111
山 本 内 科 医 院☎22-5100
市立宇和島病院小児科☎25-1111

23
JCHO宇和島病院外科☎22-5616
山 下 ク リ ニ ッ ク☎22-5030
市立宇和島病院小児科☎25-1111

26
宇和島徳洲会病院外科☎22-2811
石 川 循 環 器 科 内 科☎20-0320
上　田　小　児　科☎25-0100

健康診査・がん検診等
日 場所 受付時間 健診(※) 子宮体がん 乳がん 肺がんCT

13 広見保健センター
9:00～11:30

― ― 〇 ―
13:00～14:30

14 広見保健センター
9:00～11:30

― ― 〇 ―
13:00～14:30

15 日吉保健センター
9:00～11:30

― ― 〇 ―
13:00～14:30

16 三島公民館
9:00～11:30

― ― 〇 ―
13:00～14:30

19 広見体育センター
8:30～11:30 〇 ― 〇 〇
9:30～11:30 ― 〇 ― ―

27 好藤公民館 9:00～12:00 ― ― 〇 ―

※健康診査・胃・大腸・前立腺・肝炎
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人 古

英
P 犬
…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日　　…犬・ねこ引取日
…ブライアンとジョンとアンの英会話教室11月 November
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PICK UP PICK UP

　鬼北町では長引くエネルギー・食料品等の価格高騰により影響を受ける町民生活の支援を図るため、
鬼北町暮らし応援商品券を配布します。

■鬼北町暮らし応援商品券の概要
①配布対象者

○令和５年 11 月１日時点で鬼北町に住所がある方（住民基本台帳に登録されている方）
②配布内容

○１セット 5,000 円分の商品券
○セット内訳

・共通券（登録店舗全店で使用可能な商品券 2,500 円分、500 円券×５枚）
・限定券（フジ広見店、ダイレックス広見店を除く登録店舗で使用可能な商品券 2,500 円分、

500 円券×５枚）
③予定数量　　9,400 セット

■引換券について
○ 11 月中旬に世帯主宛てに引換券（１枚）を簡易書留にて発送しま

す。 ※引換券は再発行できませんので、大切に保管してください。
※引換券の転売や譲渡は行わないでください。

■商品券の配布方法について
○引換券を持参の上、下記の「引換窓口一覧」で世帯人数分を受領してください。
○世帯人数１人につき１セット配布します。

■商品券の引換期間について
○引換期間　令和５年 12 月１日（金）～令和６年１月 31 日（水）

■商品券の利用可能期間について
○利用可能期間　令和５年 12 月１日（金）～ 令和６年１月 31 日（水）
○町内の登録店舗で利用できます。

■引換窓口一覧
引換窓口 引換時間

広見郵便局

午前９時～午後５時まで（12/30 ～ 1/3、土、日、祝日を除く）
下大野郵便局
日吉郵便局
清水郵便局
泉郵便局

父野川郵便局 午前９時～正午、午後１時～午後４時ま
で（12/30 ～ 1/3、土、日、祝日を除く）

※三島簡易郵便局では取り扱っていません。

「鬼北町暮らし応援商品券」を配布します！

問総務財政課　財政係　内線2207

見本 見本
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議　
案

●
鬼
北
町
議
会
議
員
及
び
鬼
北
町
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

●
工
事
請
負
契
約
（
道
の
駅
日
吉
夢
産
地
改
修

工
事
（
建
築
工
事
））
の
締
結
に
つ
い
て

●
工
事
請
負
契
約
（
道
の
駅
日
吉
夢
産
地
改
修

工
事
（
電
気
設
備
工
事
））
の
締
結
に
つ
い
て

●
工
事
変
更
請
負
契
約
（
鬼
北
町
書
庫
整
備
工

事
）
の
締
結
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
公
共
浄
化
槽
等
整
備
推

進
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
定
及
び
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

諮　
問

●
鬼
北
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

一
　
　
般
　
　
質

問

◆
末
　
廣
　
　
啓
　
議
員

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
つ
い
て
】

問
鬼
北
町
で
は
い
つ
か
ら
制
度
を
活
用
し
、
こ

れ
ま
で
に
何
名
の
協
力
隊
員
を
受
け
入
れ
て
来

た
の
か
。

答
鬼
北
町
に
お
い
て
は
、
２
０
１
３
年
度
（
平

成
25
年
度
）
か
ら
協
力
隊
員
の
募
集
を
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
に
延
べ
15
名
の
協
力
隊
員
を
受
け
入

れ
て
き
た
。

問
受
け
入
れ
た
協
力
隊
員
の
任
期
満
了
後
の
定

住
・
定
着
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
に
受
け
入
れ
た
15
名
の
協
力
隊
員

の
う
ち
、
現
職
の
協
力
隊
員
が
９
名
で
、
健
康

上
の
事
由
の
ほ
か
、
自
己
都
合
に
よ
り
任
期
途

中
で
退
任
さ
れ
た
協
力
隊
員
が
３
名
、
任
期
満

了
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
協
力
隊
員
が
３
名
、
計

６
名
が
協
力
隊
を
退
任
し
て
お
り
、
う
ち
、
途

中
退
任
者
１
名
と
任
期
満
了
に
よ
る
退
任
者
３

名
の
計
４
名
が
町
内
に
定
住
し
て
い
る
。

問
定
住
し
た
隊
員
の
就
業
内
容
を
具
体
的
に
問

う
。

答
退
任
後
に
町
内
に
定
住
し
て
い
る
４
名
の
就

業
状
況
は
、
果
樹
栽
培
や
農
作
物
の
生
産
、
キ

ジ
の
飼
育
な
ど
、
兼
業
ま
た
は
専
業
で
農
業
関

係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
方
が
３
名
、
町
職

員
と
し
て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
運
営
管

理
を
担
う
と
と
も
に
、移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
移
住
者
相
談
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

が
１
名
い
る
。

問
活
動
報
告
等
の
必
要
は
あ
る
と
思
う
が
、
実

施
し
て
い
る
か
。

答
各
隊
員
の
活
動
状
況
は
、「
鬼
北
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
設
置
要
綱
」
に
お
い
て
、
毎
月
、
報

告
書
に
よ
り
報
告
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

各
隊
員
の
所
属
す
る
担
当
課
で
、
内
容
等
の
確

認
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
任
期
満
了
に
よ
る
退

任
の
際
に
は
、
任
期
中
に
お
け
る
活
動
内
容
に

つ
い
て
報
告
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
隊
員
の
日
々
の
活
動
状
況
や
企
画
、

参
加
イ
ベ
ン
ト
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
・

報
告
す
る
な
ど
、
町
内
外
に
向
け
た
広
報
活
動

に
も
努
め
て
い
る
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
募
集
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
っ
て
い
る
か
。

答
協
力
隊
員
の
募
集
は
、
移
住
を
希
望
す
る
方

や
興
味
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
移
住
相
談
の
場

と
し
て
大
阪
や
東
京
で
開
催
さ
れ
る
移
住
フ
ェ

ア
を
中
心
に
募
集
を
行
っ
て
お
り
、
募
集
す
る

任
務
内
容
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ

支
援
先
と
な
る
担
当
課
も
、
可
能
な
限
り
移
住

フ
ェ
ア
に
赴
き
、
協
力
隊
希
望
者
の
希
望
内
容

を
対
面
で
確
認
す
る
な
ど
、
予
定
す
る
任
務
内

容
と
の
乖
離
や
着
任
後
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の
生
じ

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
担
当
課
が
受
入
れ
を
希
望
す
る
任

務
内
容
や
条
件
等
の
詳
細
が
固
ま
り
次
第
、
求

人
募
集
サ
イ
ト
や
移
住
サ
イ
ト
に
よ
る
募
集
掲

載
も
行
っ
て
い
る
。

問
農
業
、
林
業
従
事
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

鬼
北
町
議
会
9
月
定
例
会

　

第
３
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
９
月
15
、
19
、
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
議
案
17
件
、
諮
問
１
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
案
件
に
つ
い
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

募
集
し
て
い
る
か
、
ま
た
募
集
内
容
に
つ
い
て
問

う
。

答
移
住
フ
ェ
ア
に
お
い
て
、
農
林
業
の
支
援
活

動
を
任
務
と
す
る
協
力
隊
に
つ
い
て
も
募
集
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
個
別
の
問
い
合
わ
せ
に
よ

る
募
集
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。
具
体
的
な
支

援
活
動
や
任
務
内
容
は
、
協
力
隊
希
望
者
が
希

望
す
る
活
動
内
容
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
上
、
支
援

先
と
な
る
担
当
課
に
お
い
て
、
受
入
れ
判
断
や

任
務
調
整
等
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
町
内
林
業
事
業
体
の
支
援
協
力

に
よ
り
、
森
林
整
備
等
の
林
業
技
術
の
取
得
を

図
り
、
任
期
満
了
後
は
自
伐
型
林
業
又
は
林
業

事
業
体
へ
の
就
業
な
ど
、
林
業
の
担
い
手
育
成
・

確
保
を
目
的
と
し
た
協
力
隊
に
つ
い
て
も
、
移

住
フ
ェ
ア
で
募
集
説
明
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、

地
域
外
の
人
材
の
誘
致
に
向
け
て
、
協
力
隊
員

の
募
集
活
動
に
努
め
る
。

【
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
】

問
西
日
本
豪
雨
以
来
、
鬼
北
町
と
し
て
災
害
に

備
え
る
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
執
っ

て
い
る
か
。

答
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
町
内
各
地
で
多
く

の
災
害
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
た
。
こ
の
災
害
の
経
験
を
も
と
に
、
そ
の
対

応
状
況
や
課
題
を
精
査
し
、
災
害
へ
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

令
和
２
年
度
に
、
新
た
に
危
機
管
理
棟
を
新

築
し
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
総
務
課
危
機

管
理
室
を
危
機
管
理
課
に
格
上
げ
す
る
と
と
も

に
、
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
に
向
け
た
体
制
強

化
を
図
る
た
め
、
３
年
に
１
度
実
施
し
て
い
た

町
の
防
災
訓
練
を
、
令
和
３
年
度
か
ら
公
民
館

単
位
に
よ
る
持
ち
回
り
で
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
毎
年
実
施
す
る
よ
う

に
見
直
し
を
行
い
、
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、

令
和
５
年
度
は
、
愛
治
地
区
・
好
藤
地
区
で
、

そ
れ
ぞ
れ
避
難
所
運
営
に
特
化
し
た
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
鬼
北
町
自
主
防
災
組

織
等
連
絡
協
議
会
及
び
鬼
北
町
防
災
士
連
絡
協
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の
事
前
把
握
や
迂
回
路
等
の
計
画
に
つ
い
て
。

答
令
和
４
年
10
月
に
改
訂
を
行
っ
た
鬼
北
町
地

域
防
災
計
画
で
は
、
孤
立
地
区
対
策
と
し
て
、

臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
等
を
整
備
す
る
ほ
か
、
大
規

模
災
害
時
の
情
報
伝
達
や
物
資
輸
送
の
手
段
を

確
保
す
る
な
ど
、
迅
速
な
応
急
対
策
を
可
能
に

す
る
体
制
を
整
備
す
る
。
し
か
し
、
鬼
北
町
は

山
間
部
に
集
落
が
点
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

く
、
土
砂
崩
れ
や
道
路
の
崩
壊
等
に
よ
り
、
町

内
い
た
る
と
こ
ろ
で
孤
立
す
る
地
域
が
発
生
す

る
可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
ず
、
現
時
点
で
は
、

孤
立
す
る
地
域
を
特
定
・
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
な
た
め
、
災
害
時
の
対
応
策
と
し
て
、
孤
立

集
落
と
の
情
報
伝
達
手
段
確
保
の
た
め
、
衛
星

電
話
の
確
保
、
携
帯
電
話
に
代
わ
る
通
信
網
の

導
入
に
向
け
た
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
る
。

【
空
き
家
・
空
き
地
の
管
理
つ
い
て
】

問
空
き
家
又
は
空
き
地
に
対
す
る
苦
情
相
談
が

あ
る
か
。

答
「
空
き
家
」
の
管
理
に
対
す
る
相
談
は
、「
未

管
理
に
よ
り
伸
び
放
題
と
な
っ
た
雑
草
・
雑
木

の
管
理
」、「
夏
場
の
害
虫
駆
除
」
な
ど
の
相
談

が
、こ
こ
10
年
で
２
件
あ
っ
た
が
、担
当
課
か
ら
、

所
有
者
の
方
へ
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
土
地

の
適
正
な
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
通
知
を

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
空
家
か
ら
の
瓦
等
落
下

物
に
よ
る
通
行
支
障
へ
の
相
談
が
、
こ
こ
５
年

間
に
12
件
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
７
件
は
、
所
有

者
と
管
理
者
の
方
に
状
況
を
説
明
し
、
対
象
物

を
除
却
し
た
。
こ
の
内
４
件
は
、
鬼
北
町
老
朽

危
険
空
家
除
却
事
業
補
助
金
を
利
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
空
き
地
」
は
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て

の
相
談
は
、
関
係
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
な

か
っ
た
。

問
空
き
家
又
は
空
き
地
で
不
法
投
棄
、
害
虫
、

火
災
等
の
危
険
性
を
伴
う
場
合
、
近
隣
住
民
の

安
全
を
確
保
す
る
対
策
が
あ
る
か
。

答
空
地
等
の
管
理
は
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
よ
り
、
所
有
者
又
は

問
通
行
止
め
に
よ
り
こ
の
地
域
で
生
活
し
て
い

る
住
民
に
大
き
く
負
担
を
か
け
て
い
る
が
、
火

災
、
急
病
等
の
非
常
時
の
対
応
は
す
ぐ
に
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
。

答
７
月
１
日
の
大
雨
に
よ
り
、
町
道
中
野
川
１

号
線
が
土
砂
崩
れ
の
た
め
通
行
止
め
と
な
り
、

３
戸
、
計
９
名
の
方
が
孤
立
状
態
と
な
っ
た
。

発
災
直
後
よ
り
、
関
係
各
課
や
関
係
機
関
と
早

期
復
旧
及
び
生
活
環
境
の
改
善
に
向
け
た
協
議

を
行
っ
て
き
た
が
、
中
で
も
、
火
災
や
救
急
等

の
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
鬼
北
消
防
署

や
消
防
団
、
診
療
所
医
師
と
も
十
分
な
協
議
を

重
ね
て
い
る
。

　

発
災
直
後
は
、
車
両
通
行
が
不
能
で
あ
っ
た

迂
回
路
の
林
道
中
野
川
線
も
、
７
月
７
日
か
ら

は
通
行
可
能
と
な
り
、
孤
立
状
態
は
解
消
さ
れ

た
が
、
そ
の
林
道
中
野
川
線
は
、
全
線
が
未
舗

装
で
あ
り
距
離
も
長
い
た
め
、
通
行
に
片
道
30

分
程
度
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て

不
便
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
改
善
に
向
け
て
、

土
砂
崩
落
個
所
の
す
ぐ
近
く
を
迂
回
す
る
仮
設

道
路
の
整
備
に
着
手
し
、
８
月
22
日
に
、
仮
設

道
の
通
行
が
可
能
と
な
っ
た
。
現
時
点
で
は
、

ま
だ
完
全
復
旧
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
災
害

発
生
前
に
近
い
状
況
ま
で
生
活
環
境
が
改
善
し

て
い
る
。

問
中
野
川
１
号
線
の
改
修
計
画
、
復
旧
の
見
通

し
に
つ
い
て
。

答
今
後
の
復
旧
は
、
愛
媛
県
が
事
業
実
施
主
体

と
な
る
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
に
よ
り
復
旧

を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
林
野
庁
に
計
画
書

を
提
出
し
、
審
査
を
受
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

復
旧
の
見
通
は
、
事
業
に
係
る
予
算
に
つ
い

て
、
愛
媛
県
の
９
月
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て

お
り
、
県
の
予
算
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
10
月
以

降
に
詳
細
測
量
に
着
手
さ
れ
、
工
事
入
札
手
続

き
を
経
て
、
年
内
に
工
事
が
発
注
さ
れ
、
工
事

完
了
は
令
和
６
年
10
月
末
頃
の
予
定
で
あ
る
。

問
孤
立
が
予
想
さ
れ
る
地
域
の
大
雨
や
土
砂
災

害
等
の
災
害
に
備
え
る
対
策
に
つ
い
て
、
地
域

や
物
品
の
備
蓄
が
あ
る
か
。

答
避
難
所
を
開
設
す
る
際
に
、
各
地
区
公
民
館

と
鬼
北
総
合
公
園
体
育
館
の
７
か
所
を
開
設
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
食

料
約
２
２
０
食
と
水
60
リ
ッ
ト
ル
、
10
人
で
あ

れ
ば
食
料
７
日
分
、
水
２
日
分
相
当
を
備
蓄
す

る
と
と
も
に
、
毛
布
・
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
・
間

仕
切
り
等
も
、
10
人
分
程
度
備
蓄
し
て
い
る
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
に
お
い
て
、
食
料
・

水
・
備
蓄
品
が
不
足
す
る
場
合
は
、
防
災
セ
ン

タ
ー
か
ら
運
搬
し
対
応
す
る
。

問
停
電
が
発
生
し
た
場
合
、
避
難
所
で
の
対
応

が
困
難
に
な
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

答
停
電
が
発
生
し
た
際
に
は
、
応
急
的
・
限
定

的
な
対
応
と
し
て
、
町
内
の
指
定
避
難
所
に
配

備
し
て
い
る
小
型
発
電
機
に
よ
り
、
必
要
最
低

限
の
電
源
を
確
保
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

現
状
で
は
、
避
難
所
の
運
営
が
行
え
る
ほ
ど
の

電
力
を
町
独
自
で
賄
う
こ
と
は
不
可
能
と
考
え

る
。
現
時
点
で
は
、
停
電
が
発
生
し
た
際
に
、

停
電
の
地
域
が
限
定
さ
れ
る
場
合
は
、
停
電
の

無
い
町
内
の
別
の
地
域
の
避
難
所
へ
の
避
難
者

の
移
送
を
想
定
す
る
と
と
も
に
、
町
内
全
域
で

停
電
が
発
生
し
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
復
旧
で

き
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
る
市
町
へ
協
力
を
要
請
し
、
避

難
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

今
後
鬼
北
町
に
お
い
て
は
、
２
０
５
０
年
脱

炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
中
で
、
町
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
や
災
害
時
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
し
て
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

令
和
５
年
度
か
ら
、
指
定
避
難
所
を
中
心
と
し

て
、
公
共
施
設
へ
の
自
家
消
費
型
の
太
陽
光
発

電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
設
備
の
設
置
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
赤
　
松
　
　
俊
　
二
　
議
員

【
今
後
の
災
害
対
応
・
災
害
対
策
に
つ
い
て
】

議
会
並
び
に
鬼
北
町
学
校
関
係
者
を
対
象
と
し

た
Ｈハ
グ
Ｕ
Ｇ
訓
練
（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）
を
実

施
す
る
。

　

防
災
対
策
は
、
住
民
が
自
ら
の
安
全
は
自
ら

で
守
る
「
自
助
」
を
実
践
し
た
上
で
、
地
域
に

お
い
て
互
い
に
助
け
合
う
「
共
助
」
に
努
め
る

と
と
も
に
、
町
及
び
県
が
こ
れ
ら
を
補
完
す
る

「
公
助
」
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
、
今
後
も
、

住
民
、
自
主
防
災
組
織
等
連
絡
協
議
会
、
防
災

士
連
絡
協
議
会
、
事
業
者
等
と
相
互
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
鬼
北
町
防
災
訓
練
の
実
施
や
防

災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
町
内
の
避
難
場
所
は
何
か
所
設
置
し
て
あ
り
、

備
蓄
品
等
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
災
害
の
危
険
が
切
迫
し
た
緊
急
時
に
お
い
て

安
全
が
確
保
さ
れ
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
26

か
所
（
そ
の
内
13
か
所
は
指
定
避
難
所
を
兼
ね

る
）、
避
難
者
が
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の
指
定

避
難
所
を
26
か
所
指
定
し
て
い
る
。

　

備
蓄
品
の
食
料
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

当
初
に
お
い
て
、
米
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
等
、
約

５
千
５
０
０
食
の
非
常
食
を
備
え
て
い
る
。
飲

料
水
は
、
２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

７
９
２
本
、
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
１
千
３
６
８
本
合
計
で
２
千
２
６
８

リ
ッ
ト
ル
の
飲
料
水
を
備
え
て
お
り
、
一
日
一

人
当
た
り
３
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
想
定
し
た
場
合
、

約
７
５
０
人
分
の
備
蓄
が
あ
る
。
ま
た
、
物
品

に
つ
い
て
は
、
毛
布
が
約
６
３
０
枚
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ト
が
２
０
０
台
、
そ
の
他
、
衛
生
用
品

や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
十
分
な
備
蓄
内
容
と
は
言
え

な
い
状
況
の
た
め
、
今
後
も
計
画
的
に
、
必
要

な
備
蓄
食
料
、
備
蓄
資
材
を
整
備
し
て
い
き
た

い
が
、
そ
の
一
方
で
、
町
民
の
方
々
に
も
、
平

時
の
う
ち
か
ら
、
食
料
や
生
活
必
需
品
等
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
も
、

家
庭
備
蓄
の
必
要
性
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
、

広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
各
避
難
所
で
は
、
何
日
間
対
応
で
き
る
食
料
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し
て
行
う
方
法
で
あ
り
、
民
間
事
業
者
が
建
設

し
た
建
物
を
、
リ
ー
ス
料
金
を
支
払
っ
て
町
が

運
営
す
る
方
法
と
、
指
定
管
理
者
制
度
や
包
括

的
民
間
委
託
制
度
を
利
用
し
て
、
民
間
事
業
者

が
運
営
す
る
方
法
な
ど
の
多
様
な
選
択
が
で
き

る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
計
画
の
中
の
一

つ
で
あ
る
子
育
て
支
援
施
設
の
内
、
保
育
園
に

つ
い
て
は
、
鬼
北
町
の
施
設
と
し
て
、
交
付
税

措
置
の
あ
る
過
疎
債
を
財
源
と
し
て
、
整
備
し

運
営
し
た
方
が
、財
政
的
に
有
利
な
こ
と
、ま
た
、

指
定
管
理
者
制
度
等
を
利
用
し
た
場
合
の
職
員

の
処
遇
な
ど
の
様
々
な
問
題
が
あ
り
、
町
が
建

設
し
運
営
す
る
こ
と
に
し
て
、「
き
ほ
く
の
里
保

育
園
」
を
整
備
し
た
。

　

ま
た
、
商
業
施
設
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
・
Ｐ
・

Ｐ
方
式
で
整
備
し
、
民
間
事
業
者
が
運
営
す
る

の
が
、
最
も
適
当
で
あ
る
が
、
民
間
事
業
者
の

方
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
に
立
地
可
能
な

商
工
事
業
者
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
本
町
に
お

い
て
、
す
で
に
営
業
し
て
い
る
事
業
者
と
同
じ

業
態
の
事
業
者
で
、
町
と
し
て
は
、
競
合
は
避

け
る
べ
き
と
の
考
え
か
ら
、
再
検
討
が
必
要
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
子
育
て
支
援
施
設
に
つ
い
て
は
、
担

当
課
で
、
先
進
地
視
察
を
行
う
な
ど
、
施
設
の

内
容
等
に
つ
い
て
、
少
し
ず
つ
検
討
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
施
設
に
行
け
ば
、
子
ど
も
が
１

日
中
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
子
育
て
の
悩
み
を
親
同
士
が
共
有
し
た
り
、

職
員
に
相
談
し
た
り
で
き
る
施
設
で
、
子
ど
も

を
連
れ
て
来
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
や
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
な
施
設
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
「
パ
フ
ィ
オ
宇
和
島
」
の
よ
う
な
ホ
ー
ル
と

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
整
備
す

る
考
え
は
な
い
が
、
子
ど
も
や
大
人
が
時
間
を

過
ご
せ
る
図
書
ス
ペ
ー
ス
や
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
、

雨
天
で
も
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
施
設
を
整
備

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
所
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
現
在
作
成

中
の
「
鬼
北
町
都
市
計
画
基
礎
調
査
」
を
基
に
、

「
鬼
北
町
立
地
適
正
化
計
画
」
の
策
定
を
予
定
し

て
い
る
が
、
こ
の
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に

よ
っ
て
活
用
で
き
る
公
園
事
業
の
国
庫
補
助
金

の
充
当
を
考
え
て
い
る
。

【
生
涯
学
習
交
流
拠
点
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
】

問
宇
和
島
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
パ
フ
ィ
オ

う
わ
じ
ま
」
の
よ
う
な
次
の
機
能
を
備
え
た
生

涯
学
習
交
流
拠
点
施
設
を
き
ほ
く
の
里
保
育
園

横
に
建
設
出
来
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
の

活
用
の
考
え
方
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
平
成

15
年
に
国
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
た
当
時
の
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
集
約
で
は
、
企
業
誘
致

用
地
、
分
譲
住
宅
用
地
、
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン
サ
ー

ト
、
講
演
会
が
で
き
る
文
化
施
設
や
図
書
館
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
と
い
う
幅

広
い
内
容
で
の
提
案
も
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
、

「
将
来
に
財
政
負
担
を
も
た
ら
す
施
設
は
作
る
べ

き
で
な
い
」、「
箱
物
は
失
敗
例
も
多
く
作
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。
そ

れ
ら
の
提
案
、
意
見
を
踏
ま
え
て
、「
近
永
ア
ル

コ
ー
ル
工
場
跡
地
活
用
検
討
委
員
会
」
で
協
議

を
し
、
平
成
18
年
３
月
に
、
住
宅
用
地
、
商
工

業
用
地
、
公
共
用
地
と
し
て
活
用
す
る
の
が
適

当
で
あ
る
と
の
答
申
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
平
成
19
年
か
ら
工
場

跡
地
の
一
部
を
住
宅
用
地
と
し
て
分
譲
し
、
令

和
元
年
９
月
ま
で
に
、
66
戸
の
住
宅
用
地
を
完

売
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
残
っ
た
土
地
は
、
商

工
業
用
地
、
公
共
用
地
と
し
て
の
活
用
を
検
討

し
て
い
る
が
、
あ
る
民
間
事
業
者
か
ら
、
子
育

て
支
援
施
設
、
公
園
、
住
民
交
流
施
設
、
商
業

施
設
等
を
盛
り
込
ん
だ
複
合
的
な
施
設
を
、
Ｐ
・

Ｐ
・
Ｐ
方
式
で
整
備
す
る
提
案
を
い
た
だ
い
た
。

　

Ｐ
・
Ｐ
・
Ｐ
方
式
は
、
公
共
施
設
等
の
建
設
、

維
持
管
理
、
運
営
等
を
、
行
政
、
民
間
が
連
携

て
い
る
が
、
対
象
に
な
る
物
件
が
民
地
同
士
で

あ
る
場
合
は
、
問
題
が
民
事
訴
訟
へ
と
移
っ
て

い
く
場
合
が
あ
る
の
で
、
心
配
事
相
談
等
へ
の

ご
相
談
を
お
勧
め
し
て
い
る
。

　

全
国
的
に
も
年
々
空
家
が
増
加
し
、
そ
の
対

策
は
大
き
な
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
、
行
政
の
関
与
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
住
民
の
生
活
環
境
の

保
全
及
び
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
に
寄

与
す
る
よ
う
、
住
民
や
警
察
、
消
防
機
関
等
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
犯
罪
や
火
災
等
を
未

然
に
防
止
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
中
　
山
　
　
定
　
則
　
議
員

【
街
区
公
園
・
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
】

問
広
楽
荘
跡
地
に
公
衆
用
ト
イ
レ
付
き
の
街
区

公
園
を
整
備
出
来
な
い
か
。

答
街
区
公
園
は
、「
も
っ
ぱ
ら
街
区
に
居
住
す
る

者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公
園

で
、
誘
致
距
離
２
５
０
ｍ
の
範
囲
内
で
１
箇
所

当
た
り
面
積
０
・
２
５
ｈ
ａ
を
基
準
と
し
て
配
置

す
る
。」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
広
楽
荘
跡
地
の

面
積
は
、
お
よ
そ
０
・
４
ｈ
ａ
で
あ
り
、
標
準
面

積
の
１
・
６
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
誘
致
距

離
内
の
現
況
も
、
北
側
に
は
「
優
愛
の
里
」、
西

側
に
は
「
北
宇
和
病
院
」
が
あ
り
、
東
側
は
農

地
が
多
く
、
ま
と
ま
っ
た
住
宅
地
は
南
側
に
し

か
な
い
の
で
、
広
楽
荘
跡
地
に
つ
い
て
は
、
街

区
公
園
と
し
て
の
利
用
に
は
適
さ
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備
は
、
第
二
次
鬼
北

町
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
あ
る
。
そ

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
は
、
令
和
元
年
第
４
回
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
近
永
駅
周
辺
へ
の
整
備

を
検
討
し
て
い
る
。
整
備
箇
所
に
つ
い
て
は
決

定
し
て
い
な
い
が
、
ア
エ
レ
ー
ル
き
ほ
く
・
ワ
ー

ム
ス
・
近
永
駅
舎
等
周
辺
施
設
と
機
能
し
あ
っ

て
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
鬼
北
町
を
訪
れ

管
理
者
が
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
、
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
努
め

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
火
災
や
不
法
投
棄
な
ど

犯
罪
発
生
の
原
因
と
な
る
雑
草
等
放
置
な
ど
の

管
理
不
全
と
な
ら
な
い
よ
う
、
住
民
の
方
々
か

ら
の
情
報
等
を
基
に
、
所
有
者
等
が
、
未
然
防

止
と
し
て
、
立
入
禁
止
看
板
の
設
置
や
ロ
ー
プ

を
張
る
な
ど
の
対
策
や
、
害
虫
が
発
生
し
な
い

よ
う
雑
草
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、

適
正
な
管
理
を
行
う
重
要
性
や
、
管
理
不
全
の

空
き
家
等
が
近
隣
住
民
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
等
に
つ
い
て
、周
知
・
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

問
空
き
家
又
は
空
き
地
の
雑
草
、
雑
木
に
よ
り
、

害
虫
の
発
生
な
ど
周
辺
に
悪
影
響
が
あ
る
場
合
、

雑
草
・
雑
木
の
除
去
な
ど
行
政
に
よ
る
そ
の
対

策
は
あ
る
か
。

答
住
民
か
ら
空
家
等
が
管
理
不
全
な
状
態
で
あ

る
と
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
、「
鬼
北
町
空

家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

個
々
の
案
件
に
対
し
、
企
画
振
興
課
、
建
設
課
、

環
境
保
全
課
な
ど
関
係
す
る
課
が
連
携
し
、
必

要
に
応
じ
て
、
鬼
北
町
空
家
等
対
策
協
議
会
に

お
い
て
、
個
々
の
対
応
を
協
議
し
実
施
す
る
。

　

条
例
で
は
、
空
家
等
の
適
切
な
管
理
は
、
所

有
者
等
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、

町
民
の
方
か
ら
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
基
づ
く
、
実
態
調
査
、
立
入
調
査
、
特
定
空

家
等
の
認
定
、
改
善
指
導
、
勧
告
、
措
置
命
令
、

公
表
、
行
政
代
執
行
、
所
有
者
の
負
担
に
よ
る

安
全
代
行
措
置
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
空
家
等
の
適
切
な
管
理
は
、

所
有
者
等
の
責
務
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
法
律

及
び
条
例
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
対
象
と
な
る
空

家
が
町
道
等
に
隣
接
し
て
い
る
一
般
的
な
場
合

は
、
担
当
課
の
方
か
ら
「
町
道
管
理
、
住
宅
地

に
お
け
る
空
家
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
空
家

宅
地
内
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と

の
要
請
文
書
を
送
付
し
て
、
対
応
を
お
願
い
し



広報きほく　2023.117

　

担
当
課
で
、
県
内
の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
県
内
市
町
の
農
業
用
用
排
水
路
に
係
る
市

町
単
独
事
業
の
受
益
者
分
担
金
は
、
最
も
低
い

上
島
町
の
０
％
か
ら
、
最
も
高
い
松
前
町
の

65
％
ま
で
、
様
々
な
賦
課
基
準
に
な
っ
て
お
り
、

本
町
の
賦
課
基
準
は
、
県
内
の
市
町
で
は
、
平

均
よ
り
も
若
干
高
い
負
担
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
町
の
賦
課
基
準
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
の
農
地
の
利
用
状
況
の
違
い
、
農
地
・

農
業
用
施
設
の
受
益
と
公
共
性
の
と
ら
え
方
の

相
違
等
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
本

町
は
、
受
益
者
の
方
々
に
事
業
費
の
３
分
の
１

程
度
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
き
、
施
設
の
維
持
・

管
理
を
行
う
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
現

在
の
賦
課
基
準
を
定
め
た
。

　

農
業
に
係
る
資
材
等
経
費
の
高
騰
や
農
家
の

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
一
部
の
農
家
へ
の
負
担

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

そ
の
一
方
で
、
町
内
に
は
、
そ
の
負
担
を
出
来

る
だ
け
少
な
く
し
よ
う
と
、
事
務
的
、
時
間
的

に
労
力
の
か
か
る
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
や
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
を

活
用
し
て
、
計
画
的
に
改
修
工
事
を
実
施
し
て

い
る
地
域
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
状
況

や
、
県
内
他
市
町
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
農

地
・
農
業
用
施
設
を
維
持
・
管
理
す
る
上
で
、

受
益
者
の
負
担
は
ど
の
程
度
が
適
当
な
の
か
、

今
一
度
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

【
障
が
い
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て
】

問
鬼
北
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
平
成
17
年
に
制
定
さ

れ
た
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
よ
り
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

し
、
そ
れ
を
市
町
が
一
元
的
に
提
供
す
る
仕
組

み
が
で
き
た
。
現
在
は
、「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

に
名
称
が
改
正
さ
れ
、
希
望
す
る
生
活
を
実
現

す
る
た
め
の
支
援
体
制
の
整
備
や
、
支
援
の
強

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
自
立
を
支
援
す
る
事
業

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

「
校
則
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
会
・
生

徒
会
や
保
護
者
会
と
い
っ
た
場
に
お
い
て
、
確

認
し
た
り
、
議
論
し
た
り
す
る
機
会
を
設
け
る

な
ど
、
絶
え
ず
積
極
的
に
見
直
し
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

小
学
校
で
は
「
校
則
」
と
言
わ
ず
、「
生
活
の

決
ま
り
等
」
と
言
う
が
、
教
職
員
だ
け
で
な
く
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
と
と
も
に
毎
年
度
検
討
し
、

変
更
す
る
場
合
に
は
、
児
童
会
や
生
徒
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
等
で
協
議
・
決
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
通
学
カ
バ
ン
に

つ
い
て
も
、
同
様
の
経
緯
を
た
ど
り
決
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
は
高

額
な
も
の
で
あ
り
、
家
計
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
町
で
は
、「
す

く
す
く
鬼
北
っ
子
応
援
給
付
金
」
と
し
て
、
小

学
校
入
学
時
、
児
童
一
人
に
つ
き
10
万
円
を
交

付
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
交
付
金
を
活
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

な
お
、
通
学
カ
バ
ン
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

で
検
討
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
教
育
委
員
会

と
し
て
、校
長
会
等
に
お
い
て
、各
学
校
で
協
議
・

検
討
す
る
よ
う
要
請
し
た
い
。

【
鬼
北
町
分
担
金
徴
収
条
例
に
つ
い
て
】

答
農
業
用
用
排
水
路
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
・

改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
鬼
北
町
分
担
金
徴
収

条
例
の
事
業
種
別
ご
と
に
、
分
担
金
の
賦
課
基

準
を
定
め
て
お
り
、
国
庫
補
助
事
業
に
採
択
に

な
れ
ば
、
補
助
対
象
額
の
５
％
、
県
補
助
事
業

に
採
択
に
な
れ
ば
、
補
助
対
象
額
の
20
％
、
町

単
独
事
業
で
あ
れ
ば
、
補
助
対
象
額
の
35
％
と

規
定
し
て
い
る
。
こ
の
賦
課
基
準
は
、
災
害
等

に
よ
る
農
地
等
の
維
持
管
理
及
び
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
る
農
家
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
、

町
単
独
事
業
の
み
、
補
助
対
象
事
業
費
の
50
％

か
ら
35
％
に
引
下
げ
を
行
っ
た
。

２
２
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
提
供
方
法
と
し

て
は
、
施
設
内
部
で
調
理
し
て
い
る
、
自
園
調

理
が
１
８
・
５
％
、
施
設
外
部
か
ら
の
搬
入
が

７
４
・
７
％
で
、
外
部
か
ら
の
搬
入
が
大
半
と

な
っ
て
い
る
。

　

全
国
の
例
を
見
る
と
、
宅
食
（
弁
当
の
配
達
）

を
実
施
し
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
が
大
部
分
だ
が
、

弁
当
代
、
配
送
費
等
を
保
護
者
負
担
と
す
る
な

ど
、
様
々
な
提
供
方
法
が
あ
る
。

　

他
市
町
の
事
例
や
動
向
等
も
注
視
し
な
が
ら
、

子
育
て
支
援
に
つ
な
が
る
施
策
を
見
極
め
、
総

合
的
な
視
点
か
ら
児
童
の
健
全
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

【
小
学
校
の
通
学
カ
バ
ン
に
つ
い
て
】

問
小
学
校
に
お
い
て
、
通
学
用
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
を
推
奨
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
ラ
ン
ド
セ
ル
は
非
常
に
高
額
で
あ
り
、
家
計

が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

子
供
の
成
長
の
大
き
な
節
目
で
あ
る
小
学
校
入

学
に
あ
た
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
購
入
し
、
そ
れ

を
背
負
う
子
供
の
姿
を
見
る
こ
と
が
、
家
族
や

親
族
の
皆
さ
ん
の
喜
び
に
な
っ
て
い
る
家
庭
も

あ
る
の
で
と
思
う
。

　

鬼
北
町
内
の
小
学
校
に
お
い
て
は
、
生
活
の

決
ま
り
等
で
「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
を
指
定
し
て
い

る
学
校
は
、
愛
治
小
学
校
１
校
だ
け
で
、
推
奨

し
て
い
る
学
校
は
、
好
藤
小
学
校
と
日
吉
小
学

校
の
２
校
で
あ
る
。
残
り
の
３
校
は
、「
生
活

の
決
ま
り
等
」
の
中
に
、
通
学
カ
バ
ン
に
関
す

る
記
載
を
し
て
お
ら
ず
、
学
校
と
し
て
は
通
学

カ
バ
ン
の
指
定
は
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
う
ち
、

泉
小
学
校
で
は
、
新
入
学
児
童
保
護
者
説
明
会

時
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
以
外
の
通
学
カ
バ
ン
と
し

て
、
リ
ュ
ッ
ク
型
の
通
学
カ
バ
ン
「
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ラ
ン
ド
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

学
校
の
生
徒
指
導
の
指
針
と
な
る
、
文
部
科

学
省
の
生
徒
指
導
提
要
で
は
、「
校
則
は
最
終

的
に
は
校
長
に
よ
り
適
切
に
判
断
さ
れ
る
事
柄

だ
が
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
等
の
学
校
関
係
者

か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
、
定
め
て
い
く

　

な
お
、
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
誘
致
し
た
い
商
工
事
業
者
の
業
種
の

検
討
や
、
子
育
て
支
援
施
設
の
先
進
地
視
察
な

ど
、
各
担
当
課
で
一
部
検
討
は
進
め
て
い
る
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

施
設
の
検
討
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
山
　
本
　
　
　
博
　
士
　
議
員

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
】

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
。

答
町
内
に
は
、
近
永
小
学
校
に
隣
接
し
た
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
１
か
所
あ
る
が
、
今
年
度
の

放
課
後
利
用
登
録
児
童
数
は
44
名
で
、
夏
季
休

業
中
は
、
54
名
の
登
録
児
童
数
と
な
っ
て
お
り
、

共
働
き
世
帯
の
増
加
等
に
よ
り
、
利
用
希
望
者

数
は
年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
。

問
土
曜
日
や
夏
休
み
等
、
休
業
日
に
お
け
る
昼

食
の
提
供
は
、
出
来
な
い
も
の
か
。

答
児
童
ク
ラ
ブ
内
は
冷
暖
房
が
完
備
さ
れ
て
お

り
、
お
弁
当
等
の
安
全
衛
生
に
配
慮
し
た
中
で
、

学
校
休
業
期
間
中
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
児

童
の
昼
食
を
用
意
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

土
曜
日
や
夏
休
み
等
の
昼
食
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
が
定
め
た
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
指
針
」
に
あ
る
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
い

う
目
的
を
踏
ま
え
、親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
観
点
か
ら
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

利
用
す
る
子
ど
も
に
は
、
保
護
者
が
用
意
し
た

昼
食
を
持
参
す
る
と
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建

設
時
の
考
え
方
に
よ
り
、
施
設
に
は
、
調
理
設

備
や
調
理
器
具
は
備
え
て
い
な
い
。

　

子
ど
も
家
庭
庁
が
行
っ
た
夏
休
み
等
の
長
期

休
業
中
の
食
事
提
供
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
よ
る
と
、
全
国
で
、
昼
食
を
提
供
し
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
数
を
把
握
し
て
い
る

自
治
体
は
９
９
５
市
区
町
村
で
、
そ
の
自
治

体
内
に
あ
る
１
万
３
千
97
か
所
の
児
童
ク
ラ
ブ

の
う
ち
、
長
期
休
業
中
に
昼
食
を
提
供
し
て

い
る
児
童
ク
ラ
ブ
数
は
、
２
千
９
９
０
か
所
、
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活
を
送
る
上
で
必
要
な
支
援
と
し
て
、
ま
た

障
が
い
児
の
育
成
に
つ
い
て
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
身
体
の
欠
損
又
は
損
な
わ

れ
た
身
体
機
能
を
補
完
・
代
替
す
る
用
具
に

つ
い
て
、
補
装
具
費
を
支
給
し
、
障
が
い
の

治
療
に
か
か
る
医
療
費
に
対
し
て
は
、
自
己

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
自
立
支
援
医
療
費
の

給
付
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、延
べ
約
３
，

３
０
０
人
の
方
々
の
利
用
を
見
込
ん
で
、
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
と
し
て
、
約
３
億
５
千
万

円
の
予
算
を
計
上
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
自

立
を
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
町
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
実
施

で
き
る
鬼
北
町
の
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
と

し
て
は
、
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の

相
談
に
応
じ
、
地
域
に
お
け
る
生
活
を
支
援
す

る
「
障
害
者
相
談
支
援
事
業
」、
聴
覚
や
音
声
・

言
語
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
に
対
し
て

派
遣
す
る
「
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
」、
日
常
必

要
と
な
る
用
具
の
購
入
費
用
助
成
を
行
う
「
日

常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
」、
活
動
場
所
を
提
供

し
社
会
に
適
応
す
る
た
め
の
日
常
的
な
訓
練
を

行
う
「
日
中
一
時
支
援
事
業
」
な
ど
の
ほ
か
に
、

「
自
動
車
免
許
取
得
事
業
」、「
自
動
車
改
造
助
成

事
業
」、「
障
害
者
訪
問
入
浴
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
と
も
相
談
支
援
事
業
所
等
の

関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
行
い
、
連
携
を
図
り

な
が
ら
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
継
続
し
て
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

問
障
が
い
者
の
正
職
員
の
雇
用
率
、
ま
た
、
非

正
規
職
員
は
、
何
％
か
。

答
ま
ず
、障
が
い
者
の
雇
用
率
に
つ
い
て
は
、「
障

が
い
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
毎
年
所
定
の
算
定
方
式
に
従
い
、
実

雇
用
率
を
算
定
し
、
厚
生
労
働
省
愛
媛
労
働
局

へ
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
算
定

方
式
に
つ
い
て
は
、
正
職
員
と
非
正
規
職
員
を

併
せ
た
職
員
数
で
全
体
の
雇
用
率
を
算
出
す
る

所
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
本
町
に
お
い
て

は
、
社
会
福
祉
法
人
等
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
を
開
始
す
る
た
め
に
施
設
等
を
整
備
す
る
場

合
、
老
朽
化
し
た
施
設
や
入
所
者
等
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
施
設
の
改
修
等
の
整
備
費
等
を
補

助
す
る
「
社
会
福
祉
施
設
等
施
設
整
備
費
補
助

金
」
に
つ
い
て
、
設
置
者
が
提
出
す
る
協
議
書

に
併
せ
、
当
該
施
設
整
備
の
必
要
性
や
緊
急
性
、

設
置
者
の
適
性
等
を
記
載
し
た
意
見
書
を
付
し

て
お
り
、
新
規
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
事

業
所
や
、
既
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
る

事
業
所
等
に
対
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
施
設
の
環
境
整
備
が
図
れ
る
よ
う
積
極
的
に

協
力
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
自
立
を
支
援
す

る
施
策
と
し
て
は
、
大
き
く
分
け
て
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
生
活
支
援
事
業
が
あ
る
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
訪
問
系
、
日
中
活

動
系
、
住
宅
系
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
障

が
い
児
を
含
め
、
個
々
の
状
況
と
希
望
に
応
じ

て
、
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
利
用
計
画
の
作
成
や
見
直
し

を
行
う
計
画
相
談
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
「
訪
問
系
」
に
は
、
暮
ら
し
慣
れ
た
自
宅
で
の

生
活
を
支
援
す
る
「
居
宅
介
護
事
業
」
や
、
視

覚
障
が
い
者
の
移
動
援
護
な
ど
を
行
う
「
同
行

援
護
事
業
」、「
日
中
活
動
系
」
に
は
、
自
宅
で

生
活
し
な
が
ら
短
期
間
、施
設
に
入
所
す
る
「
短

期
入
所
事
業
」
や
、
働
く
場
を
提
供
す
る
「
就

労
継
続
支
援
事
業
」、「
住
居
系
」
に
は
、
主
に

夜
間
の
日
常
生
活
支
援
を
行
う
「
施
設
入
所
支

援
事
業
」
や
、
共
同
生
活
を
行
う
住
居
で
相
談

や
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
う
「
共
同
生
活
援

助
事
業
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
障
が
い
児
の

通
所
支
援
と
し
て
は
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
利

用
で
き
る
「
児
童
発
達
支
援
事
業
」
や
、
入
学

後
か
ら
高
校
卒
業
時
ま
で
利
用
で
き
る
「
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
日
常
生

も
の
で
あ
る
。

　

鬼
北
町
の
実
雇
用
率
は
、
直
近
の
数
値
が
令

和
５
年
６
月
１
日
現
在
で
３
・
１
１
％
、
１
年

前
の
令
和
４
年
６
月
１
日
現
在
で
３
・
３
９
％

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
鬼
北
町
に
お
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
障
が
い
者
の
雇
用
は
非
正
規
職

員
の
み
で
あ
り
、
正
規
職
員
の
雇
用
は
な
い
。

国
が
定
め
る
法
定
雇
用
率
は
、
令
和
５
年
度
が

２
・
６
％
、
令
和
６
年
度
が
２
・
８
％
、
令
和
８

年
度
か
ら
３
・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
鬼
北
町

は
５
年
度
、
６
年
度
と
も
に
、
そ
の
法
定
雇
用

率
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
ま
た
、
愛
媛
労
働
局

に
お
い
て
は
、
公
的
機
関
や
民
間
企
業
な
ど
に

お
け
る
障
が
い
者
雇
用
の
状
況
の
集
計
結
果
を
、

毎
年
12
月
頃
に
公
表
し
て
い
る
が
、
昨
年
度
の

３
・３
９
％
と
い
う
率
は
、県
下
20
市
町
の
中
で
、

最
も
高
い
雇
用
率
と
な
っ
て
い
る
。

問
採
用
の
際
、
障
が
い
者
枠
な
ど
は
設
け
て
な

い
の
か
、
設
け
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
障

が
い
者
枠
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

答
ま
ず
、
今
年
度
に
お
け
る
職
員
採
用
試
験
の

状
況
に
つ
い
て
、
特
別
に
障
が
い
者
枠
を
設
け

て
の
試
験
は
実
施
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
平

成
27
年
度
に
は
、
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
正

規
職
員
一
般
事
務
の
採
用
試
験
を
実
施
し
、
平

成
28
年
度
か
ら
１
名
を
採
用
し
た
が
、
本
人
の

都
合
に
よ
り
、半
年
ほ
ど
で
退
職
さ
れ
た
。ま
た
、

令
和
２
年
度
に
は
、
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

会
計
年
度
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施
し
、
令
和

３
年
度
か
ら
３
名
の
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い

る
。

　

現
在
は
、
国
が
定
め
る
障
が
い
者
の
法
定
雇

用
率
を
充
た
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、
今

後
、
障
が
い
者
の
活
躍
を
推
進
す
る
体
制
整
備

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
髙
　
橋
　
　
聖
　
子
　
議
員

【
が
ん
検
診
、
治
療
に
関
す
る
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
】

答
本
町
に
お
い
て
は
、
各
種
「
が
ん
検
診
」
は
、

町
内
各
地
区
ご
と
に
行
っ
て
い
る
が
、
健
康
診

査
と
一
緒
に
受
診
す
る
こ
と
で
、
よ
り
疾
病
の

予
防
や
早
期
発
見
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、「
総

合
健
診
」を
基
本
ス
タ
イ
ル
と
し
て
実
施
し
、「
が

ん
検
診
」
の
結
果
、「
要
精
検
」
と
判
定
さ
れ
た

方
に
対
し
、
精
密
検
査
の
重
要
性
を
説
明
し
た

上
で
、
的
確
な
受
診
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
医

療
機
関
へ
の
受
診
指
導
を
強
力
に
推
進
し
て
い

る
。

問
が
ん
検
診
の
受
診
状
況
に
つ
い
て
。

答
愛
媛
県
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
の
「
が
ん
検
診
」
の
令
和
３
年
度

受
診
率
実
績
に
よ
る
と
、
本
町
の
受
診
率
は
、

胃
が
ん
検
診
２
５
・
６
％
・
愛
媛
県
下
第
１
位
、

大
腸
が
ん
検
診
３
３
・
８
％
・
県
下
第
２
位
、
肺

が
ん
検
診
３
１
・
９
％
・
県
下
第
１
位
、
乳
が
ん

検
診
３
７
・５
％
・
県
下
第
２
位
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
１
９
・
３
％
・
県
下
第
８
位
の
受
診
状
況
で

あ
る
。

問
個
人
、
集
団
検
診
の
自
己
負
担
に
つ
い
て
。

答
個
別
検
診
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
お
り
、
節
目
年
齢
検
診
者
は
、
無
料
だ
が
、

そ
の
他
の
者
は
、
自
己
負
担
金
１
，
５
０
０
円

が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
集
団
検
診
の
、
胃
が
ん
「
バ
リ
ウ
ム
」

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
「
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
」
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
節
目

年
齢
検
診
者
・
国
保
加
入
者
・
後
期
高
齢
者
・

生
活
保
護
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
無
料
で
実
施

し
て
い
る
が
、
社
会
保
険
加
入
者
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
か
ら
１
，
０
０
０
円
の
自

己
負
担
金
を
徴
収
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
肺
が
ん
「
Ｃ
Ｒ
」
検
診
は
、
全
員

無
料
と
し
、
肺
が
ん
「
Ｃ
Ｔ
」
検
診
は
、
国
保

加
入
者
・
後
期
高
齢
者
を
無
料
と
し
、
そ
の
他

の
者
は
、
自
己
負
担
金
２
，
０
０
０
円
、
乳
が

ん
「
エ
コ
ー
」
検
診
は
、
一
律
自
己
負
担
金
１
，

２
０
０
円
を
徴
収
し
、
が
ん
検
診
事
業
を
円
滑

に
運
用
し
て
い
る
。

問
が
ん
患
者
ウ
ィ
ッ
グ
及
び
胸
部
補
整
具
購
入
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答
令
和
元
年
度
に
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創
出
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
以
降
、
近
永
駅
の

乗
降
客
数
や
利
用
者
の
多
く
は
北
宇
和
高
校
生

で
あ
り
、
北
宇
和
高
校
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て

い
く
と
い
う
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
交

流
拠
点
施
設
を
兼
ね
た
駅
舎
建
築
の
検
討
や
、

近
永
駅
周
辺
の
拠
点
施
設
整
備
に
よ
る
交
流
人

口
、
駅
利
用
者
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
駅
舎
活
用
や
予
土
線
の
利
用
促
進
、
高
校

魅
力
化
、
近
永
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
も
常
に
議
論
・
検
討
し
、
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ

た
中
、
今
年
３
月
に
は
、「
雛
祭
り
イ
ベ
ン
ト
」、

７
月
に
は
夏
祭
り
に
併
せ
て
、「
近
永
駅
前
マ
ル

シ
ェ
」
を
開
催
し
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
に
よ

り
、
大
勢
の
方
が
予
土
線
を
利
用
し
、
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
い
た
だ
く
な
ど
、
予
土
線
の
利
用
促

進
と
近
永
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
に
努
め
て
お

り
、今
後
も
地
域
や
商
工
会
、北
宇
和
高
校
な
ど
、

産
官
学
が
連
携
し
、
近
永
駅
利
用
者
の
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
近
永
駅
の
改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

６
月
８
日
に
開
催
し
た
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創

出
事
業
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、「
チ
カ
ナ

ガ
夢
シ
ン
ポ
」
に
お
い
て
、
老
朽
化
に
よ
る
防

災
上
の
観
点
や
利
便
性
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、

賑
わ
い
を
創
出
す
る
拠
点
と
し
て
も
、
駅
舎
改

修
は
必
要
で
あ
り
、
改
修
事
業
を
前
に
進
め
て

い
く
が
、
改
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

検
討
し
て
き
た
改
修
案
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
改
め

て
検
討
す
る
旨
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
説

明
を
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
改
修
事
業
に
お
け
る
概
要
や
方

向
性
な
ど
、
具
体
的
に
定
ま
っ
た
部
分
は
な
い

が
、
議
員
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
伺
い
つ
つ
、
事
業
内
容
を
検
討
し
た
上
で
、

方
向
性
を
示
し
た
い
。

【
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創
出
事
業
に
つ
い
て
】

問
国
及
び
Ｊ
Ｒ
は
、
国
主
導
の
協
議
会
を
通
じ

て
地
方
鉄
道
の
廃
止
、
存
続
及
び
鉄
道
以
外
の

手
段
の
方
向
を
議
論
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
予

土
線
は
、
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
協
議
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
で
町
民

と
協
議
し
て
い
く
の
か
。

答
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、

今
年
４
月
28
日
に
公
布
さ
れ
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道

の
再
構
築
に
関
し
て
、
国
は
地
方
公
共
団
体
又

は
鉄
道
事
業
者
の
要
請
に
基
づ
き
、
再
構
築
に

関
す
る
方
針
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
、「
再

構
築
協
議
会
」
を
組
織
す
る
旨
、
新
た
に
規
定

が
さ
れ
た
ほ
か
、
８
月
31
日
告
示
の
「
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
促
進
に
関
す
る

基
本
方
針
」
で
は
、
再
構
築
協
議
会
に
お
け
る

協
議
の
対
象
と
な
る
区
間
と
し
て
、
当
面
、
旅

客
輸
送
密
度
千
人
未
満
の
区
間
を
中
心
に
、
早

急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
る
区
間
を
優
先
す
る
旨

が
示
さ
れ
た
。

　

予
土
線
に
つ
い
て
も
、
再
構
築
協
議
会
に
お

け
る
協
議
対
象
の
路
線
に
な
る
と
考
え
て
い
る

が
、
当
改
正
法
に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
の
施

行
で
あ
り
、
改
正
法
が
予
定
す
る
再
構
築
協
議
、

ま
た
、
再
構
築
協
議
会
の
設
置
に
か
か
る
国
へ

の
要
請
等
に
つ
い
て
、
鉄
道
事
業
者
や
沿
線
自

治
体
と
こ
れ
ま
で
に
協
議
、
検
討
を
行
っ
た
こ

と
は
な
い
。今
後
、県
や
沿
線
市
町
を
交
え
た
中
、

再
構
築
協
議
の
場
や
協
議
の
枠
組
み
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
沿
線
住
民
や
地
域
公
共

交
通
の
利
用
者
、
特
に
学
生
や
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
、
交
通
手
段
の
再
構
築
に
、
よ
り
大

き
な
影
響
を
受
け
る
方
に
つ
い
て
、
再
構
築
に

お
け
る
意
見
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
別
途
説
明
会
を
行

う
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
丁
寧
な
説

明
に
努
め
る
よ
う
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問
近
永
駅
利
用
者
増
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
実
施
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
近
永
駅
建
て

替
え
事
業
の
計
画
を
伺
う
。

答
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
決
算
書
に
計
上
さ
れ

て
い
る
資
本
金
は
、
剰
余
金
を
資
本
化
す
る
こ

と
に
よ
り
資
金
の
流
出
を
防
ぎ
、
施
設
の
長
期

安
定
性
を
確
保
し
、
住
民
へ
の
継
続
的
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
組
み
入
れ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

問
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
現
金
だ
と
解
釈
し
て

い
る
が
、
書
類
上
の
数
字
だ
け
な
の
か
。

答
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、
今
回
の
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
決
算
認
定
の
後
、
処
分
す
る
予

定
に
し
て
い
る
。

問
町
民
の
方
々
は
、
水
道
料
金
の
高
い
の
は
、

設
備
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
取
り
換
え
時

に
費
用
が
多
く
い
る
か
ら
積
み
立
て
て
い
る
と

解
釈
し
て
い
る
が
、
今
年
５
億
８
６
０
万
の
企

業
債
を
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
理

解
す
れ
ば
よ
い
か
。

答
積
立
金
は
、
企
業
債
償
還
の
財
源
に
充
て

る
た
め
の
減
債
積
立
金
。
建
設
改
良
工
事
に
充

て
る
た
め
の
建
設
改
良
積
立
金
を
計
上
し
て
い

る
。
令
和
５
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
予
算

書
に
計
上
し
て
い
る
企
業
債
５
億
８
６
０
万
円

は
、
電
気
計
装
設
備
更
新
工
事
・
配
水
管
布
設

替
工
事
に
係
る
事
業
費
の
う
ち
、
国
庫
補
助
金

を
充
て
、
な
お
不
足
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
財

源
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

問
水
道
事
業
会
計
決
算
書
で
、
過
年
度
分
損
益

勘
定
保
留
資
金
、
当
年
度
損
益
勘
定
保
留
資
金

で
補
填
し
た
と
あ
る
が
、
こ
の
資
金
は
、
決
算

書
中
で
ど
の
よ
う
に
判
断
す
れ
ば
良
い
か
。

答
令
和
４
年
度
決
算
書
の
損
益
勘
定
留
保
資
金

の
内
訳
は
、
減
価
償
却
費
、
資
産
減
耗
費
の
合

計
か
ら
長
期
前
受
金
戻
入
を
差
引
い
た
額
で
あ

る
。
過
年
度
分
は
な
い
。

問
鬼
北
町
の
水
道
料
金
は
口
径
13
ミ
リ
で
基
本

料
金
１
，
８
７
０
円
だ
が
、
こ
の
最
低
料
金
の

世
帯
数
は
。

答
令
和
４
年
度
決
算
に
お
い
て
、
５
５
，
９
１
７

件
の
調
定
件
数
の
う
ち
、
２
０
，
０
９
３
件

（
３
５
・９
％
）
が
基
本
料
金
と
な
っ
て
い
る
。

費
助
成
に
つ
い
て
の
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
、
購
入
費
助
成
は
行
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
医
療
技
術
が
進
み
、
通
院
治

療
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
患
者
さ
ん
が
増

え
る
中
、
が
ん
治
療
に
伴
う
脱
毛
と
い
っ
た
外

見
（
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
）
の
変
化
に
対
す
る
ケ
ア

を
通
じ
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
療
養
生
活
の
質
の

向
上
と
、
社
会
参
加
を
支
援
す
る
こ
と
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
か
ら
の
助
成
制

度
実
施
に
向
け
、
助
成
の
対
象
品
と
金
額
等
に

つ
い
て
、
協
議
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問
若
年
が
ん
患
者
在
宅
療
養
支
援
に
つ
い
て
。

答
若
年
の
が
ん
患
者
が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
等

で
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
在
宅
で
の
療

養
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
患
者

や
そ
の
家
族
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
令

和
２
年
４
月
１
日
付
け
で
「
鬼
北
町
若
年
者
在

宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
支
援
事
業
助
成
金
交
付
要

綱
」
を
制
定
し
て
い
る
。

　

事
業
内
容
は
、
町
内
に
住
所
を
有
し
、
が
ん

の
治
癒
を
目
的
と
し
た
治
療
を
行
わ
な
い
が
ん

患
者
で
、
支
援
事
業
の
利
用
申
請
時
に
、
20
歳

以
上
40
歳
未
満
の
方
、
ま
た
は
、
18
歳
以
上
20

歳
未
満
の
方
で
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費

助
成
等
の
他
の
支
援
・
助
成
制
度
を
受
け
て
い

な
い
方
を
対
象
者
と
し
、
介
護
保
険
法
の
規
定

に
基
づ
く
訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
介
護
の
訪
問

サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
用
具
貸
与
、
福
祉
用
具
購
入

の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と
し
て
い
る
。
助
成

の
額
は
、
利
用
料
の
９
割
に
相
当
す
る
額
で
、

利
用
料
の
上
限
額
は
、
１
人
当
た
り
月
額
６
万

円
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
申
請
の
実
績
は
な
い
。

◆
兵
　
頭
　
　
稔
　
議
員

【
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

問
令
和
５
年
６
月
町
議
会
定
例
会
で
、
資
本
金

を
取
り
崩
し
て
使
用
で
き
な
い
か
質
問
を
行
っ

た
が
、
現
金
の
裏
付
け
が
な
い
た
め
工
事
費
に

充
て
ら
れ
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
が
資
本
金
は

何
の
た
め
に
必
要
な
の
か
。



PICK UP
【令和４年度	鬼北町財政状況の公表】　まちの財政を公表します

　決算の概要と財政状況についてお知らせします。令和４年度の決算については９月議会定例会で承
認されました。
　前年度と比較して歳入は 20.41％、歳出は 22.51％と大幅に増加しています。主に、広見中学校改築事
業や保育所施設整備事業など普通建設事業の増によるものですが、令和３年度からの繰越事業完了も
増加の要因となっています。
　歳入歳出差引額から翌年度繰越額を引いた実質収支は黒字でした。また、特別会計、企業会計も安
定した事業運営となっています。
　財政健全化の指標である実質公債費比率は前年度指標から 0.4％増加していますが、財政状況は健全
に運営されているものと判断できます。

　(1) 収入及び支出の概況、住民負担の状況

【一般会計】
歳　入　科　目 R4決算額（千円） R3決算額（千円） 増減率（％） 住民1人当たり（円） 1世帯当たり（円）

町 税 915,534 900,703 1.65 96,688 189,043
地 方 譲 与 税 126,703 114,183 10.96 13,381 26,162
利 子 割 交 付 金 744 1,083 △ 31.30 79 154
配 当 割 交 付 金 4,471 4,912 △ 8.98 472 923
株式等譲渡所得割交付金 3,686 6,120 △ 39.77 389 761
法 人 事 業 税 交 付 金 13,251 9,093 45.73 1,399 2,736
地 方 消 費 税 交 付 金 230,752 232,377 △ 0.70 24,369 47,647
環 境 性 能 割 交 付 金 5,776 5,102 13.21 610 1,193
地 方 特 例 交 付 金 6,199 12,329 △ 49.72 655 1,280
地 方 交 付 税 3,955,737 4,071,360 △ 2.84 417,757 　816,795
交通安全対策特別交付金 964 1,169 △ 17.54 102 199
分 担 金 及 び 負 担 金 44,822 45,263 △ 0.98 4,734 9,255
使 用 料 及 び 手 数 料 137,215 133,180 3.03 14,491 28,333
国 庫 支 出 金 958,579 1,327,210 △ 27.77 101,233 197,931
県 支 出 金 468,934 727,522 △ 35.54 49,523 96,827
財 産 収 入 30,302 32,135 △ 5.71 3,200 6,257
寄 附 金 86,589 62,674 38.16 9,144 17,879
繰 入 金 225,083 79,651 182.59 23,771 46,476
繰 越 金 364,681 224,581 62.38 38,513 75,301
諸 収 入 312,320 127,696 144.58 32,983 64,489
町 債 3,049,429 968,448 214.88 322,043 629,657
合 計 10,941,770 9,086,792 20.41 1,155,536 2,259,296

歳　出　科　目 R4決算額（千円） R3決算額（千円） 増減率（％） 住民1人当たり（円） 1世帯当たり（円）

議 会 費 60,844 61,512 △ 1.09 6,426 12,563
総 務 費 2,347,471 1,948,238 20.49 247,911 484,714
民 生 費 2,749,514 2,045,544 34.41 290,370 567,730
衛 生 費 882,859 808,675 9.17 93,237 182,296
農 林 水 産 業 費 751,184 711,423 5.59 79,331 155,107
商 工 費 208,724 210,460 △ 0.82 22,043 43,098
土 木 費 550,811 489,157 12.60 58,170 113,733
消 防 費 85,138 67,302 26.50 8,991 17,580
教 育 費 2,047,764 734,207 178.91 216,260 422,830
災 害 復 旧 費 50,528 523,479 △ 90.35 5,336 10,433
公 債 費 950,204 942,724 0.79 100,349 196,202
合 計 10,685,043 8,722,112 22.51 1,128,424 2,206,286

（R5.3.31現在　　人口 9,469人　　世帯数 4,843世帯）

【特別会計】 単位：千円

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引
用品調達特別会計 14,036 13,832 204
国民健康保険特別会計 1,112,737 1,105,452 7,285
国民健康保険診療所特別会計 155,364 152,818 2,546
農業集落排水事業特別会計 139,306 123,171 16,135
公共浄化槽等整備推進事業特別会計 64,879 60,331 4,548
介護保険特別会計 1,593,300 1,522,994 70,306
後期高齢者医療保険特別会計 183,912 179,962 3,950
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　(2) 公営企業の経理の概況

水 道 事 業 会 計 総　収　益 総　費　用 差　　引 一般会計からの補助負担金
( 収 益 的 収 支 ) 387,800 317,805 69,994 19,200
( 資 本 的 収 支 ) 247,010 278,054 △ 31,044 80,000
病 院 事 業 会 計 総　収　益 総　費　用 差　　引 一般会計からの補助負担金
( 収 益 的 収 支 ) 891,407 895,092 △ 3,685 199,997
( 資 本 的 収 支 ) 91,686 92,323 △ 637 8,454

 （消費税及び地方消費税抜き）

　(3) 社会保障4経費およびその他の社会保障施策

令和４年度一般会計の消費税及び地方消費税の引き上げ分の税収については、社会保障４経費（年金・
医療・介護・子育て）や、その他の社会保障施策に要する経費に使用しました。

【歳入】
地方消費税交付金（社会保障財源化分）

131,036 千円

【歳出】
社会保障４経費その他社会保障施策に

要する経費

1,883,056 千円

　(4) 鬼北町の財政状況は？

　①　借金はどれくらいある？

　一般会計における町の借金（公債費残高）は、令和４年度末で約 103 億 9 千万円あります。これは、
町民一人当たりに換算すると、約 109 万 8 千円（臨時財政対策債を除くと約 83 万 7 千円）になります。
借金のうち、国の代わりの借金である臨時財政対策債残高の占める割合は、令和４年度末で 23.8％と
高くなっています。（臨時財政対策債分の返済したお金は、全額地方交付税措置されるため地方交付税
の代わりとなるお金と言えます。）

公債費残高（一般会計）	 単位：千円

区 分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
令和４年度中

令和４年度
借入額 償還額

一般単独事業債 1,041,225 1,265,514 1,575,001 1,621,875 1,599,800 209,956 3,011,719
うち合併特例債 889,060 1,046,107 1,018,210 1,007,198 1,455,700 177,680 2,285,218
うち緊急防災・減災 120,606 154,757 485,999 530,028 117,100 21,206 625,922

公営住宅建設事業債 194,877 156,644 155,189 128,242 0 26,386 101,856
災害復旧事業債 107,548 129,748 183,741 239,321 9,500 17,207 231,614
過疎対策事業債 3,478,496 3,465,294 3,470,762 3,540,678 1,394,000 397,923 4,536,755
臨時財政対策債 3,029,546 2,918,460 2,796,074 2,700,278 45,329 274,534 2,471,073
その他 36,393 51,674 52,040 46,528 800 7,333 39,995

合 計 7,888,085 7,987,334 8,232,807 8,276,922 3,049,429 933,339 10,393,012

公債費残高（特別会計・企業会計）	 単位：千円

区 分 令和３年度末現在高 令和４年度借入額 令和４年度償還額 令和４年度末現在高

国民健康保険診療所特別会計 2,977 20,200 433 22,744 
農業集落排水事業特別会計 308,085 32,300 25,807 314,578 
公共浄化槽等整備推進事業特別会計 131,014 11,400 7,693 134,721 
水道事業会計 1,736,139 166,200 212,145 1,690,194 
病院事業会計 165,386 71,000 15,258 221,128 

合 計 2,343,601 301,100 261,336 2,383,365

単位：千円

単位：千円

事業名 決算額

特 定 財 源 一 般 財 源

国・県支出金 地方債他
地方消費税

交付金
その他

社会福祉 1,007,581 355,121 65,549 57,535 529,376

社会保険 586,023 115,707 46,107 424,209

保健衛生 289,452 3,656 6,353 27,394 252,049

合　　計 1,883,056 474,484 71,902 131,036 1,205,634

収益的収支…企業の経営活動に経常的な収支で、収入はサービスの提供による料金などで、支出は施設を

維持管理するために必要な費用、人件費、減価償却費、企業債利息などです。

資本的収支…企業の建設改良事業に伴う収支で、収入は工事負担金や借入金である企業債などで、支出は

施設を整備充実させるために必要な工事費、人件費、企業債の元金償還金です。
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平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
年度末現在高 7,888,085 7,987,334 8,232,807 8,276,922 10,393,012

6,000,000

7,000,000

8,000,000

9,000,000

10,000,000
一般会計公債費残高の推移

R4 R5 R6 R7 R8 R9 ～ R16 R17 R18 ～ R24 R25

元利償還額 387 10,020 25,588 42,064 135,417 319,684 306,246 290,598 166,920 164,838 76,830

地方交付税措置 271 7,014 17,912 29,445 94,792 223,779 214,372 203,419 116,844 115,387 53,781

実質町負担額 116 3,006 7,676 12,619 40,625 95,905 91,874 87,179 50,076 49,451 23,049

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

単位：千円

単位：千円

過疎対策事業債と合併特例債償還表（イメージ）
（R2 ～ 5年度借入見込総額4,000,600千円で試算。広見中学校改築、統合保育所整備、有害鳥獣処理施設整備事業など）

総計

借入額 4,000,600

償還額 4,291,295

地方交付税措置 3,003,907

実質町負担額 1,287,388

0
1,000,000
2,000,000
3,000,000
4,000,000

単位：千円

総　計

ポイント☝

　借金（借入）する地方債の中には、後年度地方交付税で措置される有利な地方債があります。例えば、

過疎対策事業債や合併特例債などは、返済（償還）したお金の７割が地方交付税で措置されるものとなっ

ていますので、町の借金は実質３割ということになります。有利な地方債を活用することで将来負担の軽

減を図っています。

ポイント☝
　令和２年度から５年度にかけて、広見中学校改築や保

育所施設整備、有害鳥獣処理施設など大きな事業を実施

しており、いずれも「過疎対策事業債」、「合併特例債」

を活用・予定しています。左図のとおり元利償還額に対

して７割が地方交付税として措置されますが、町の実質

負担額については、将来負担に備えるため令和３年度か

ら「減債基金」への積立てを行い、計画的に財源の確保

に努めていくこととしています。

こ
の
間
︑元
利
均
等

償
還
に
よ
り
同
額

こ
の
間
︑元
利
均
等

償
還
に
よ
り
同
額

　②　どうして借金するの？

　公共施設は建設した後、何十年も使っていくものとなりますので、建設したときの世代の人たちだ
けでこの費用を負担することは不公平となります。建設した際に借金をして分割払いにすることで、
将来の世代の人たちにも公平に負担してもらうことができます。また、建物や道路、橋りょうなどの
整備には多額の費用がかかります。一括して支払ってしまうと、その年度に行う行政サービス（保育
所や小中学校の運営、町道の管理やごみ収集など）に支障をきたしてしまいますので、計画的に借金
をすることで財政負担の平準化を図る機能も有しています。
　地方公共団体の借金は、「赤字補てん」のためではなく、基本的に大きな事業を実施するために借入
しているものです。家計で言い換えますと、住宅ローンやマイカーローンのように、何年も使い続け
る大きな買い物をするときに借入をしています。

　③　貯金はどれくらいある？

　貯金（基金）の総額は、対前年度５億 8,369 万２千円の増となりました。主な要因は、土地開発基金
における土地売却による現金の増、公債費の財源として減債基金への積立てによるものです。今後も
財政の安定化のため、適切な基金の取り崩しと、目的に応じた積立てを行っていきます。

広報きほく　2023.11 12



平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
年度末現在高 4,710,077 4,823,072 4,993,697 5,045,657 5,629,349

4,000,000

4,500,000

5,000,000

5,500,000

6,000,000単位：千円

ポイント☝

　○財政調整基金 【年度末現在高 19 億 3,263 万 6 千円】

地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するための基金です。

○減債基金 【年度末現在高 3 億 3,517 万 3 千円】　（令和 5 年度末残高見込 5 億 5,412 万円）

　町債の償還及び適正な管理に必要な財源を確保し、将来にわたる財政の健全な運営に資するた

めの基金です。今後の償還額増加に備えるため積立てを行い、必要に応じて取り崩しを行ってい

きます。

○特定目的基金 【年度末現在高 33 億 6,154 万円】

　条例で定めた特定の目的を実施するための基金です。例えば「公共施設等整備管理基金」は広

見中学校改築にかかる費用の財源として取り崩しを行っていきます。

　④　財政状況は大丈夫？

地方公共団体の財政状況を表す指標の一つとして、健全化判断比率及び資金不足比率があります。
健全化判断比率については、いずれも低いほど財政状況が健全であると言えます。

【健全化判断比率】 単位：%

項 目 説 明 R4年度 R3年度
早期健全化
基        準

財政再生
基　　準

①実質赤字比率 普通会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合 ― ― 15.0 20.0

②連結実質赤字比率 全会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合 ― ― 20.0 30.0

③実質公債費比率
一般会計等が負担する借金返済額 ( 企業会計、一部事
務組合を含む ) が標準財政規模に占める割合

6.4 6.0 25.0 35.0

④将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき債務 ( 企業会計、一部事
務組合、地方公社、三セクを含む ) 標準財政規模に占
める割合

― ― 350.0

ポイント☝

①、②とも黒字であったため「数値なし」となっています。

③は、イエローカードと呼ばれる早期健全化基準 25.0％と比較するとこれを下回っていますが、前

年と比較すると 0.4％増加しています。

④は、将来負担額がマイナスとなったため「数値なし」となっています。

【資金不足比率】
項 目 R4年度 R3年度

☜ポイント
資金不足比率については、地方公

営企業法適用、非適用のいずれの会
計も資金不足は生じていません。

水道事業会計 ― ―

病院事業会計 ― ―

農業集落排水事業特別会計 ― ―

公共浄化槽等整備推進事業特別会計 ― ―

③実質公債費比率の推移 ④将来負担比率の推移
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「心を傷つけることも暴力です」
　　―	ひとりで抱えず、
　　　　　　	最初の一歩を	―

　暴力は、性別や加害者・被害者の間柄に関わ
らず、犯罪となる行為を含む重大な人権侵害で
あり、決して許されるものではありません。
　特に、配偶者等からの暴力、性犯罪・性暴力、
ストーカー行為、売買春、人身取引、デート
DV、セクシュアルハラスメント、痴漢、AV
出演被害、インターネット上の性的な暴力等、
女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害
するものです。
◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇
　悩んでいることを相談できる窓口がありま
す。それぞれの相談先では、あなたの気持ちを
最優先に、何ができるか一緒に考えます。プラ
イバシーも秘密もしっかり守られますので、安
心して相談してください。

相談窓口
●愛媛県福祉総合支援センター ♯8008（月～金）

●内閣府　性暴力に関する SNS 相談
　「Cure time」（キュアタイム）

●えひめ性暴力被害者
　支援センター（ひめここ）♯8891（毎日）

●愛媛県警察本部
　警察相談専用電話 ♯9110（毎日）

●愛媛県警察本部
　性犯罪被害相談電話 ♯8103（毎日）
◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇

「困難な問題を抱える女性支援窓口」
さまざまな問題に直面している女性からの総
合相談窓口です。必要な支援が続けられるよう
関係機関へつなぎます。
　町民生活課福祉係　☎ 0895-45-1111

mail : choumin@town.kihoku.ehime.jp

つながりと支え合い 笑顔あふれるまち きほく

毎年11月12日から25日は	「女性に対する暴力をなくす運動」	期間です

きほくの地域福祉を伝えるコーナー
Vol.5

赤い羽根共同募金運動とは？
　共同募金は戦後間もない昭和 22（1947）年に、
市民が主体の民間運動として始まり、戦後復興
の一助として被災した福祉施設を中心に支援が
行われ、その後、法律（現在の「社会福祉法」）
に基づき、地域福祉の推進のために活用されて
きました。
　鬼北町内のみなさまから寄せられた募金は、
一度、愛媛県共同募金会に集められ、県内の地
域福祉の推進や福祉施設の充実、障害者福祉
サービス事務所の機器整備、子どもたちの遊び
場整備やイベント、災害対応など地域社会の中
で幅広く有効に役立てられます。

歳末たすけあい募金運動とは？
　歳末たすけあい募金は、民生委員・児童委員、
社会福祉協議会が中心となり、市町村を単位と
して全国で行われる運動で、新たな年を迎える
年末の時期に、誰もが孤立することなく安心し
て暮らすことができる福祉のまちづくりへの幅
広い理解と参加を図るものです。
　集められた募金は年末までに町内で支援を必
要とされる方々に分配されます。

　10 月 1 日から『赤い羽根共同募金運動』『鬼北町歳末たすけあい募金運動』が実施されています！
皆さまのご理解、ご協力をお願いします。

募金に関するお問い合わせは…
鬼北町社会福祉協議会まで
☎ 0895-45-3709

広報きほく　2023.11 14



　いよいよ「ねんりんピック愛顔のえひめ２０２３」の開催が間近になりました。
　鬼北町で行われる「ペタンク交流大会」の出場チームと予選リーグ組合せを掲載いたします。

予選リーグ戦ブロック詳細

ブロック名 都道府県名
政令指定都市名 チーム名 ブロック名 都道府県名

政令指定都市名 チーム名

1
岩手県 みちのく岩手

9
秋田県 秋田県追分クラブ

山梨県 山梨チーム 大阪市 多多良
沖縄県 石敢當 鳥取県 さくら

高知県Ａ 高知ベアーズ 徳島県 吉野川市川島クラブ

2
埼玉県 チーム  こばとん

10
東京都Ｂ はむらＥ

長野県 team  MATSUMOTO 静岡県 富士天間
北九州市 よあけ 石川県 石川県
香川県 香川三野シルバー 愛媛県Ｄ 伊方町ペタンク・渡邊

3
茨城県 中居白鳥会

11
さいたま市 さいたまヒマワリ

福井県 福井県 京都府 城陽ＰＥＣ花しょうぶ
神戸市 神戸すずらん 福岡県 大木前牟田東

愛媛県Ａ 鬼北丸 広島市 五月が丘ペタンク愛好会

4
川崎市 片平中央クラブ

12
青森県 海峡 ( 青森県むつ市 )

愛知県 武豊チーム 神奈川県 神奈川フレンド
和歌山県 ハーモニー 宮崎県 三股町ペタンク協会
島根県 フリーダム 岡山市 ペヴリィ

5
横浜市 柏友会水星

13
栃木県 東峰南

三重県 津シャトー 名古屋市 名古屋市
山口県 山口岩畠 佐賀県 神埼

愛媛県Ｂ ひうちの風 愛媛県Ｅ 松山道後ＯＦＩ

6
北海道 安平Ｍ３

14
宮城県 宮城遊遊

京都市 チームホリデー 浜松市 シニアクラブ浜松市
大分県 大分  竹田 熊本県 熊本県なごみ
岡山県 ソレイユ岡山・総社 広島県 Ａじゃん尾道

7
東京都Ａ 東京・深川 west

15
札幌市 札幌エトワール

岐阜県 飛騨高山 滋賀県 弾正公園
奈良県 ヤマト矢田山 鹿児島県 薩摩川内育英

愛媛県Ｃ 宇和島コスモス 高知県Ｂ イリザブル高知

8
千葉県 千葉ペタンククラブ

16
仙台市 チーム仙台

静岡市 清水折戸シニア 富山県 高岡大仏
長崎県 喜々津ペタンククラブ 大阪府 高槻市桜ヶ丘
兵庫県 トレビアン 愛媛県Ｆ 松山しおみ

　交流大会（10/29, 30）開催中は下記のコーナーも実施いたします。
　　★健康づくり教室　　★物品販売コーナー　　　★鬼北きじ汁のおもてなし
　　★ドリンクサービス　★缶バッジ製作コーナー　★ペタンク体験コーナー
　是非ご来場の上、温かいご声援をいただきますよう宜しくお願いいたします。

問ねんりんピック推進室　ねんりんピック推進係　内線3600

鬼北町実行委員会より
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お知らせ

問保育所・認定こども園 ／ 町民生活課　福祉係　内線 2118

　令和６年度の保育所等入所のための認定申請及び入所申し込みの受付を行います。
　産休・育休終了などで年度途中での入所を予定している方も申込みをしてください。
　なお、定員に余裕がない場合や必要書類がすべて提出されない場合は、希望する保育所等に入所
できないことがありますので、ご了承ください。

提出書類（現在入所中の児童も提出が必要です）
　①教育・保育給付認定申請書兼保育所入所申込書
　②保育の必要性を確認できる書類（「就労証明書」や「母子手帳の写し」等）
　③児童健康状況票

受付期間
　11 月６日（月）～ 11 月 22 日（月）

書類の配布場所および受付場所
　町内の保育所　認定こども園　または　町民生活課福祉係

保育所等入所基準
　　保護者が次のいずれかに該当することにより保育の必要性が認められる場合
　○就労（会社員・パート・自営業など。１カ月の就労時間が 64 時間以上）。
　○妊娠、出産（出産月及び産前・産後各２カ月間）。
　○保護者の疾病、心身に障害がある。
　○同居または長期入院等している親族を常時介護・看護している。
　○震災、風水害、火災その他の災害復旧にあたっている。
　○求職活動中（上限は 90 日間とし、原則として期間の延長はできません。）。
　○就学。
　○虐待又はＤＶのおそれがある。
　○育児休業取得中に、すでに保育を利用している子どもがいて継続利用が必要である。

保育時間
　保護者の就労時間や認定の事由などにより保育時間を決定しますが、実際にお預かりする時間
は、就労の実態に応じた必要な時間になります。

　・保育標準時間（最長 11 時間）　7：30 ～ 18：30
　・保育短時間（最長８時間）　 　8：00 ～ 16：00

募集保育所・認定こども園

施設種別 保	育	所	名 所			在			地 電話番号 備　　考

保育所 きほくの里保育園 近永 1418 番地 1 49-5757

認　　定
こども園

認定こども園さくら 奈良 4070 番地
45-0438

（旧近永保育所　
45-0437）

現在は、園舎改修の
ため、旧近永保育所
で運営中。

認定こども園ゆずっこ 延川 38 番地 1 48-0213

令和６年度保育所・認定こども園入所申し込みの受付を行います
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お知らせ

お知らせ

問町民生活課　福祉係　内線 2173問町民生活課　福祉係　内線 2118

【児童扶養手当】
　父母の離婚などにより父または母と生計
が同一でない児童が育成される家庭（ひと
り親家庭）に支給される手当です。
◆支給月額　※所得制限あり
　全部支給　月額 44,140 円
　一部支給　月額 44,130 円～ 10,410 円
　　第 2 子以降は加算あり
◆支給時期

原則として年６回（奇数月）

【特別児童扶養手当】
　身体や精神に中度以上の障がいを有する
児童（20 歳未満）を監護している父母また
は父母に代わってその児童を養育している
人に対して支給される手当です。
◆支給月額　※所得制限あり
　１級（重度の障がい）　月額 53,700 円
　２級（中度の障がい）　月額 35,760 円
◆支払時期

原則として年 3 回（４月、８月、11 月）

◆所得制限について
受給者本人または扶養義務者等の所得が一定の額以上であるときは手当は支給されません。
◆支給手続き

手当を受けようとする方は必要書類を添えて申請し、審査後、認定を受ける必要があります。
◆現在手当を受けている方の届出

身分関係や住所の変更、支給要件に該当しなくなった等変動があった場合は、届出が必要です。
詳細については鬼北町ホームページもご参照ください。

児童扶養手当・特別児童扶養手当について

問町民生活課　福祉係　内線2173

【障害児福祉手当】
　重度の障がい児に対し、日常において常
時の介護を必要とする状態にある在宅の 20
歳未満の方に支給される手当です。
◆支給月額　15,220 円　※所得制限あり
◆支給時期

原則として年 4 回
　（２月、５月、８月、11 月）

【特別障害者手当】
　精神又は身体に著しく重度の障がいを有
し、日常生活において常時特別の介護を必
要とする状態にある在宅の 20 歳以上の方
に支給される手当です。
◆支給月額　27,980 円　※所得制限あり
◆支給時期
　原則として年 4 回
　（２月、５月、８月、11 月）

障害児福祉手当・特別障害者手当について

◆所得制限について
受給者本人または扶養義務者等の所得が一定の額以上であるときは手当は支給されません。
◆支給手続き

手当を受けようとする方は必要書類を添えて申請し、審査後、認定を受ける必要があります。
◆現在手当を受けている方の届出

身分関係や住所の変更、支給要件に該当しなくなった等変動があった場合は、届出が必要です。
詳細については鬼北町ホームページもご参照ください。
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お知らせ

お知らせ

お知らせ

問町民生活課　課税管理係　内線 2121 ～ 2123

問総務財政課　管財係　内線2209

　11 月から 12 月の２ヶ月間、県内全市町・愛媛県・愛媛地方税滞納整理機構が一丸となって、滞
納整理の強化に取り組みます。
【税金を滞納すると】
　納期限が過ぎているのに納付しない場合は、督促状や催告書を送付して税の納付を促します。そ
れでも納付のない場合には財産調査を行い、悪質な滞納者に対しては、必要に応じて預貯金・生命
保険・給与・売掛金・国税還付金・不動産などの差し押さえを実施します。また、高額・悪質な滞
納者は、愛媛地方税滞納整理機構に徴収を移管します。
○町税等の納付について困っている人は、滞納となる前に必ず町民生活課までご相談ください。

　鬼北町では、北宇和高校及び地元企業と連携し、地元企業の事業説明会を開催しています。北宇
和高校の生徒（１、２年生）を対象に地元企業の魅力を伝え、鬼北町への愛着を深め、将来鬼北町
での U ターン就職を考える一助になればとの思いから開催しています。
　また、説明会に参加していただける企業も募集中です。希望される事業所がありましたら、期日
までに企画振興課までご連絡ください。

【実施日】令和５年 12 月８日（金）14：30 ～ 15：40　　【募集期限】11 月 10 日（金）
【募集企業】町内に本店、支店または事業所を有する企業・法人

入札日 工事名 場所 工事概要 落札業者 主管課落札額 ( 税抜 )

8/24 道の駅日吉夢産地改修工事
（建築工事） 下鍵山 道の駅日吉夢産地　施設改修

愛媛建設・イリテック特定建設工事共同共同企業体
農林課217,800,000

9/7 道の駅日吉夢産地改修工事
（電気設備工事） 下鍵山 道の駅日吉夢産地　電気設備改修 株式会社桐島電工 鬼北営業所 農林課81,010,600

9/25 日吉小学校屋根防水工事 下鍵山 屋上防水シート　Ａ＝ 96.9㎡ 有限会社ヨシモト 教育課1,218,000

9/25 鬼北町農業公社　延川キジ
ふ卵・育雛施設修繕工事 延川 育雛施設内金網張替え 有限会社清家工務店 農林課2,340,000

9/25 鬼北町農業公社　
雨水配管改修工事 岩谷 温室２棟雨水配管改修 日之出産業株式会社 農林課2,930,000

9/25 林道延川線改良工事 川上 施工延長 Ｌ＝ 161.14 ｍ　
幅員 Ｗ＝ 3.0 ｍ

株式会社南予建設 農林課8,058,000

9/25 林道久保川線改良工事 大宿 施工延長 Ｌ＝ 383.64 ｍ　
幅員 Ｗ＝ 4.0 ｍ

合名会社松浦土建 農林課20,760,000

9/25 ジビエ施設擁壁工事 延川 コンクリートブロック積工
Ａ＝ 166㎡

有限会社三島建設 農林課13,700,000

9/25 (R5) 町道桑の木線
側溝整備工事 上鍵山

施工延長 Ｌ＝ 49.7 ｍ　
側溝工 Ｌ＝ 50 ｍ
舗装工 Ａ＝ 15㎡

日吉綜合建設株式会社 建設課
2,100,000

9/25 (R5) 町単吉波地区
道路改良工事 吉波

施工延長 Ｌ＝185ｍ　擁壁工Ｖ＝46㎥
ブロック積工 Ａ＝ 361㎡
水路・側溝工 Ｌ＝ 168 ｍ

愛媛建設株式会社 建設課
38,900,000

9/25 (R5) 町単西仲地区
道路改良工事 西仲

施工延長 Ｌ＝171.32ｍ　擁壁工Ｖ＝342㎥
ブロック積工 Ａ＝ 36㎡　
水路・側溝工 Ｌ＝ 120 ｍ

愛媛建設株式会社 建設課
40,230,000

令和５年度８・９月の鬼北町工事入札結果

問企画振興課　地域活力創出係　内線2212

地元企業説明会の参加事業所募集中!!

11月と12月は 「市町税・県税　一斉滞納整理強化期間」 です
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お知らせ

問危機管理課　危機管理係　内線2423

　防災士養成講座の受講者を募集しています。地域防災力向上のため、防災士としての必要な知識
や技能を学んでみませんか？詳細についてはお問い合わせください。

　令和５年 10 月１日から、消費税インボイス制度が始まりました。
　税務署では、今まで消費税申告をしておらず消費税の基本的な仕組みから理解されたい方やイン
ボイス発行事業者の登録をすべきか検討されている方に説明会を開催しています。
　また、インボイスに登録するか否かをご検討される事業者を対象に、個別にご案内する登録要否
相談会を開催していますので、是非ご参加ください。

▶インボイス制度の説明会及び登録要否相談会
開　催　日 開　催　時　間 定　員 開　催　場　所

令和５年 11 月 29 日（水） 10：00 ～ 11：30 20 名 宇和島税務署 ２階大会議室
（宇和島市堀端町１-38）令和５年 12 月 15 日（金） 10：00 ～ 11：30 20 名

【お問い合わせ先】	宇和島税務署　法人課税第一部門　☎ 0895-22-5411（代表）
 ※お問い合わせの際は自動音声案内により案内していますので、
 　「２」を選択してください。

日時
　１日目　１月 27 日（土）　９時～ 16 時 50 分
　２日目　１月 28 日（日）　９時～ 17 時 40 分
　　※２日間続けての受講が必要です。
対象者　町内に住所を有し、各地区自主防災組織の会長の推薦を受けた方
受講料等
　受講費については、鬼北町自主防災組織等連絡協議会が負担しますので、受講者本人の負
担は必要ありませんが、資格取得後に鬼北町防災士連絡協議会に加入していただくことが条
件となります。
　なお、会場までの移動費等、受講費以外の費用は自己負担となります。
申込方法
　申込書を記入の上、鬼北町役場危機管理課へ提出してください。
　自主防災組織会長の推薦者としての記名押印が必要です。
　（申請書は、鬼北町ホームページからダウンロードできます。）
申込期限　11 月 30 日（木）17 時
受講上の注意事項
 （１）レポートの提出
　　申込書受付後に送付する教本により学習し、履修確認レポートを作成して講座初日の受

付時に提出する必要があります。
 （２）試験
　　講座最終日の資格試験に合格する必要があります。（出題数 30 問、３択式）
 （３）救急救命実技講習の受講
　　消防署等が主催する『普通救命講習』を受講する必要があります。
　　既に修了証をお持ちの方は不要です。

愛媛県防災士養成講座の受講者を募集します

制度の情報は
国税庁

特設サイトへ
▶▶▶

宇和島税務署からのお知らせ事業者の皆様へ
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＼きほくの血圧考えちゃろか／

鬼北町高血圧川柳・標語大募集！
結果発表

　鬼北町高血圧川柳・標語大募集！へのご応募、本当にありがとうございました。
　小学生から、子育て世代、ご高齢の方まで総勢125通、320作品という、想像を超えるたくさんのご応募をいた
だきました。
　一作品一作品に高血圧予防への気持ちが込められており、鬼北町の健康を願う熱い想いのつまったステキな作
品ばかりでした。力作ぞろいで審査も難航しましたが、上位９作品が決定しましたので結果を発表いたします。

塩
控
え 

ゆ
ず
酢
ち
ょ
い
足
し 

鬼
北
流

父
野
川
　
井
谷
　恵
子
　作

審
査
コ
メ
ン
ト
：
鬼
北
の
特
産
品
「
ゆ
ず
」
を
上
手
に
加
え
て
高
血
圧
対
策
を
考
え
て
く
れ
た
。

　「
減
塩
」
及
び
「
地
産
地
消
（
ゆ
ず
）
の
推
進
」
を
取
り
上
げ
た
い
い
作
品
で
あ
る
。

鬼
北
ら
し
い
‼
ゆ
ず
酢
で
加
減
！
ナ
イ
ス
ア
イ
デ
ア
で
す
。

審
査
コ
メ
ン
ト
：
薄
味
が
義
務
感
で
な
く
お
し
ゃ
れ
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

減
塩
ば
か
り
目
を
向
け
ず
出
汁
に
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
。

審
査
コ
メ
ン
ト
：「
鬼
嫁
」
の
鬼
北
町
に
お
い
て
、
鬼
の
顔
の
後
ろ
に
あ
る

妻
の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

一
見
「
き
び
し
そ
う
」
な
鬼
嫁
、
実
は
家
族
の
健
康
を
一
番
に
考
え
て
い
る
。

審
査
コ
メ
ン
ト
：
語
呂
も
よ
く
、
思
い
や
り
の
心
が
伝
わ
る
。

若
者
に
も
親
し
み
や
す
い
。

薄
味
も 

出
汁
次
第
で
は 

五
つ
星

健
康
管
理
人
　作

だ
　し

塩
分
を
控
え
て
愛
あ
る
鬼
嫁
料
理

ア
ン
ト
ニ
オ
　作

塩
対
応 

そ
の
思
い
や
り 

神
対
応

ま
！
ど
ん
な
　作

鬼
も
内 

血
圧
下
げ
て 

福
も
内

河
村
　弘
子
　作

続
け
よ
う 

減
塩
・
禁
煙
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

宮
崎
　き
く
を
　作

う
す
味
で 

お
か
ず
も
よ
ろ
こ
ぶ 

ぼ
く
の
味

ス
テ
ィ
ー
ブ
　作

塩
控
え 

素
材
の
う
ま
み 

再
発
見

坂
本
　倫
子
　作

作
る
母 
追
い
塩
す
る
父 

止
め
る
娘

あ
ん
ち
ゃ
ん
　作

入賞者 9 名の方には鬼北町産品等の賞品をプレゼント！
おめでとうございます ！

＜作品について＞
作品は、 のぼり旗など鬼北町の健康づくりの

素材として活用します。 お見かけされた
際にはぜひ足を止めてご覧ください。

最
優
秀
賞

優
秀
賞

入
賞
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＼きほくの血圧考えちゃろか／

鬼北町高血圧川柳・標語大募集！
結果発表

　鬼北町高血圧川柳・標語大募集！へのご応募、本当にありがとうございました。
小学生から、子育て世代、ご高齢の方まで総勢125通、320作品という、想像を超えるたくさんのご応募をいた
だきました。
一作品一作品に高血圧予防への気持ちが込められており、鬼北町の健康を願う熱い想いのつまったステキな作
品ばかりでした。力作ぞろいで審査も難航しましたが、上位９作品が決定しましたので結果を発表いたします。

塩
控
え
ゆ
ず
酢
ち
ょ
い
足
し
鬼
北
流

父
野
川
　
井
谷
　恵
子
　作

審
査
コ
メ
ン
ト
：
鬼
北
の
特
産
品
「
ゆ
ず
」
を
上
手
に
加
え
て
高
血
圧
対
策
を
考
え
て
く
れ
た
。

「
減
塩
」
及
び
「
地
産
地
消
（
ゆ
ず
）
の
推
進
」
を
取
り
上
げ
た
い
い
作
品
で
あ
る
。

鬼
北
ら
し
い
‼
ゆ
ず
酢
で
加
減
！
ナ
イ
ス
ア
イ
デ
ア
で
す
。

審
査
コ
メ
ン
ト
：
薄
味
が
義
務
感
で
な
く
お
し
ゃ
れ
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

減
塩
ば
か
り
目
を
向
け
ず
出
汁
に
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
。

審
査
コ
メ
ン
ト
：「
鬼
嫁
」
の
鬼
北
町
に
お
い
て
、
鬼
の
顔
の
後
ろ
に
あ
る

妻
の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

一
見
「
き
び
し
そ
う
」
な
鬼
嫁
、
実
は
家
族
の
健
康
を
一
番
に
考
え
て
い
る
。

審
査
コ
メ
ン
ト
：
語
呂
も
よ
く
、
思
い
や
り
の
心
が
伝
わ
る
。

若
者
に
も
親
し
み
や
す
い
。

薄
味
も
出
汁
次
第
で
は
五
つ
星

健
康
管
理
人
　作

だ

し

塩
分
を
控
え
て
愛
あ
る
鬼
嫁
料
理

ア
ン
ト
ニ
オ
作

塩
対
応
そ
の
思
い
や
り
神
対
応

ま
！
ど
ん
な

作

鬼
も
内
血
圧
下
げ
て
福
も
内

河
村
　弘
子
　作

続
け
よ
う
減
塩
・
禁
煙
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

宮
崎
　き
く
を

作

う
す
味
で
お
か
ず
も
よ
ろ
こ
ぶ
ぼ
く
の
味

ス
テ
ィ
ー
ブ
作

塩
控
え
素
材
の
う
ま
み
再
発
見

坂
本
　倫
子
　作

作
る
母
追
い
塩
す
る
父
止
め
る
娘

あ
ん
ち
ゃ
ん

作

入賞者 9 名の方には鬼北町産品等の賞品をプレゼント！
おめでとうございます ！

＜作品について＞
作品は、 のぼり旗など鬼北町の健康づくりの

素材として活用します。 お見かけされた
際にはぜひ足を止めてご覧ください。

最
優
秀
賞

優
秀
賞

入
賞

一人ひとりの心がけで安全運転
◎秋の交通安全週間

秋の夜に神楽３団体が共演
◎鬼の里の夜神楽・ひよし星降るキャンドルナイト

有害鳥獣（イノシシ・シカ）の
有効活用と新規捕獲者の確保
◎鬼北町ジビエペットフード加工処理施設

チームと共に喜びを共有
◎第19回ナイターソフト大会

　９月 22 日、交通栄誉賞「緑十字銅章」表彰伝
達式が行われました。この表彰は、地域の交通安
全のために献身的な活動をされた方、長年安全運
転を続けられた方に全日本交通安全協会から授与
されるものです。
　今回、交通功労者に中尾照明さん（近永）、優
良運転者に杉本和巳さん（広見）、清家茂さん（下
大野）が受賞され、代表して杉本さんが表彰状を
受取りました。
　暗くなるのがだんだん早くなってきました。早
めのライト点灯で、安全運転を心がけましょう。

　９月 16 日、明星ヶ丘（下鍵山）で４年ぶりに
「鬼の里の夜神楽・ひよし星降るキャンドルナイ
ト」が開催されました。

この日は、鬼北町の「富母里神楽保存会」、内
子町の「立川神楽保存会」、高知県梼原町の「津
野山神楽保存会」の３団体が集結しました。
　明星ヶ丘いきいき会お手製のキャンドルや竹
と灯篭で、幻想的な雰囲気に包まれた中、軽快に、
大胆に、荘厳に、そしてユーモラスに個性豊か
な舞が披露され、町内外から訪れた観客は秋の
夜を満喫していました。

　９月 29 日、鬼北町ジビエペットフード加工処
理施設の業務開始式が行われました。
　これまで、南予地域各市町において捕獲した
有害鳥獣の多くは埋設処分をしていましたが、
高齢化している捕獲者にとって大きな負担と
なっていました。この施設の完成により、有害
鳥獣（イノシシ・シカ）の有効活用や、捕獲者
の埋設に係る負担軽減を図ることで、捕獲意欲
の向上、新規捕獲者の確保につながり、農作物
等への被害軽減が期待されます。

　５月９日からナイターソフト大会が開幕し、

10 月６日に決勝戦を行い、閉幕しました。

　今年の決勝戦にはチーム F1 とチーム西部ソフ

トが進出し、激戦の末、F1 が優勝しました。勝

敗よりも楽しんでプレイをしている選手が多く、

開幕時は暑い中での試合でしたが、試合が進む

につれて試合のしやすい気候になり、元気な声

が響きわたっていました。
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日
　
時

11
月
26
日
㈰

　
９
時
〜
12
時
（
午
前
中
の
み
）

場
　
所

●
本
庁
１
階
　
町
民
生
活
課

※

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
に
記

載
さ
れ
た
書
類
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
３

　
職
員
が
ご
自
宅
等
へ
伺
い
申
請

を
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
役
場

へ
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
書
類
が
揃
え
ば
、
カ
ー
ド
は

本
人
限
定
受
取
郵
便
等
（
転
送
不

可
）
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま

す
。

日
　
時

　
平
日
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

13
時
30
分
〜
16
時

実
施
期
間

　
令
和
６
年
２
月
29
日
ま
で

対
象
者

　
初
め
て
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
る
方

　
鬼
北
町
民
か
つ
２
カ
月
以
内
に

転
出
予
定
が
な
い
方

※

一
週
間
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

※

公
用
車
１
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
３

日
　
時

11
月
26
日
㈰

※

事
前
予
約
が
必
要

　
13
時
〜
16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場
　
所

　
近
永
公
民
館
　
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課
地
域
活
力
創
出
係

内
線
２
２
１
７

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

南
予
事
務
所

☎
０
８
９
３－

５
７－

６
７
０
５

愛
媛
県
と
県
内
16
市
町
で
共
同

運
用
す
る
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の

サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。次
の
よ
う
な
申
請
が
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　（
利
用
可
能
な
申
請
等
の
例
）
鬼

北
地
域
情
報
通
信
基
盤
設
備
利
用

申
請
書
、
水
道
使
用
開
始
届
、
戸

別
浄
化
槽
使
用
者
変
更
届
等

問
い
合
わ
せ

▼
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

内
線
２
４
２
４

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

全
国
統
一
防
火
標
語

　『
火
を
消
し
て

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
』

実
施
期
間

　
11
月
９
日
㈭
〜
11
月
15
日
㈬

い
の
ち
を
守
る
４
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

○
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

○
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

い
の
ち
を
守
る
６
つ
の
対
策

●
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全

装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す

る
。

●
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交

換
す
る
。

●
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
保
し
、備
え
て
お
く
。

●
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　
消
防
本
部
　
予
防
課
　
予
防
係

☎
０
８
９
５－

２
２－

７
５
０
１

　
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
消
防

フ
ェ
ア
。
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
消
防
と
住
民
の
方
々
と
の
ふ

れ
あ
い
を
と
お
し
て
、
広
く
防
火

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

11
月
12
日
㈰

　
12
時
30
分
〜
15
時

場
　
所

　
宇
和
島
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド

　
旧
中
央
町
ふ
れ
あ
い
広
場

日
　
時

　
11
月
21
日
㈫
　
13
時
か
ら

場
　
所

　
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
番
地

　
愛
媛
県
中
予
地
方
局

　
３
階
会
議
室
　

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

☎
０
８
９－

９
１
３－

５
８
０
０

http://w
w
w
.ehim

e-kikou.jp/

　
高
松
国
税
局

特
別
整
理
第
一
部
門

☎
０
８
７－

８
３
１－

３
１
１
１

https://w
w
w
.koubai.nta.go.jp/

　
愛
媛
県
東
予
地
方
局

税
務
管
理
課
納
税
室

☎
０
８
９
７－

５
６－

９
４
７
７

https://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/

　「
労
働
保
険
」
と
は
、
業
務
又

は
通
勤
に
起
因
し
て
負
傷
、
疾
病

を
被
っ
た
労
働
者
に
対
し
て
補
償

を
行
う
労
働
者
災
害
補
償
保
険

（
労
災
保
険
）
と
、
労
働
者
が
失

業
し
た
場
合
等
に
生
活
の
安
定
を

図
る
雇
用
保
険
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　
全
国
に
お
い
て
各
種
事
業
主
団

体
、
個
別
事
業
主
へ
の
訪
問
指
導

等
を
強
化
し
、
自
主
的
な
手
続
を

促
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
自
主
的

に
保
険
関
係
の
成
立
手
続
を
取
ら

な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
職
権

に
よ
る
成
立
手
続
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

実
施
期
間

　
令
和
５
年
11
月

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応

件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
り
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ

る
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い

な
ど
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
地
域
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
で
発
生
予
防
や
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
、「
虐
待
か
も
し
れ
な
い
」
と

感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で

救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
町
民
生
活
課
福
祉
係

内
線
２
１
１
８

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
訪
問

申
請
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

え
ひ
め
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
開
始

第
13
回
消
防
フ
ェ
ア
開
催

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

差
押
不
動
産
の
合
同
公
売
会
を

実
施
し
ま
す

11
月
は「
労
働
保
険
未
手
続

事
業
一
掃
強
化
期
間
」で
す

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」で
す

▼
児
童
相
談
所

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24
時
間
）

【
電
話
】
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

※

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
踏
切
事
故
が
四

国
県
内
で
12
件
発
生
し
て
お
り
、

一
旦
発
生
す
る
と
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
高
く
、
原
因
の

ほ
と
ん
ど
が
直
前
横
断
と
停
滞
・

落
輪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
踏
切
通

行
者
の
マ
ナ
ー
向
上
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

実
施
期
間

11
月
１
日
㈬
〜
11
月
10
日
㈮
　

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
き
け
ん
で
す

　
　
　
　
む
り
な
お
う
だ
ん

　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち
と
り
』

12
月
１
日
㈮
〜
７
日
㈭
は
「
愛

媛
県
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」
で
す
。

　
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
エ
イ

ズ
発
症
前
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
発
見

で
き
れ
ば
、
エ
イ
ズ
発
症
を
予
防

で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
エ
イ
ズ
相
談
・
検

査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

夜
間
検
査

12
月
１
日
㈮

17
時
30
分
〜
19
時
30
分

通
常
検
査

　
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
除
く
）　

10
時
〜
11
時

場
　
所

　
南
予
地
方
局
１
階
予
診
室

（
宇
和
島
保
健
所
）

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
保
健
所
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
感
染
症
対
策
係

　
☎
０
８
９
５－

２
２－

５
２
１
１

（
内
線
２
６
７
）

https://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/n
an54125/uw

ajim
a-hcn/kanse

n/index.htm
l

コ
ー
ス

　
・
機
械
・
保
全
・
電
気
技
術
者

　
・
２
級
自
動
車
整
備
士

　
・
溶
接
・
金
属
加
工
技
術
者

受
付
期
間

11
月
13
日
㈪
〜
12
月
８
日
㈮

試
験
日

12
月
15
日
㈮

問
い
合
わ
せ

　
☎
０
８
９
７－

４
３－

４
１
２
３

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
、
開
発
途
上
国

で
現
地
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し

な
が
ら
と
も
に
働
き
、
国
づ
く
り

に
貢
献
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力

隊
を
募
集
し
ま
す
。

　
計
画
・
行
政
、公
共
・
公
益
事
業
、

農
林
水
産
、
鉱
工
業
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
商
業
・
観
光
、
人
的
資
源
、

保
健
・
医
療
、
社
会
福
祉
の
９
分

野
、
約
１
８
０
種
類
の
仕
事
が
今

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
技
術
・
経
験
を
発
展
途
上
国
で

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
期
間

11
月
１
日
㈬
〜
12
月
11
日
㈪

応
募
資
格

　
昭
和
28
年
12
月
13
日
〜

　
平
成
16
年
８
月
２
日
生
ま
れ

で
、
日
本
国
籍
を
持
つ
方

募
集
説
明
会
日
時

11
月
25
日
㈯
　
14
時
〜
16
時

　
サ
イ
ボ
ウ
ズ
　
松
山
オ
フ
ィ
ス

※

参
加
無
料
＆
予
約
不
要

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
事
務
局

　
☎
０
４
５－

４
１
０
４－

８
９
２
２

（
平
日
10
時
〜
12
時
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

　
☎
０
８
７－

８
２
１－

８
８
２
５

（
平
日
９
時
30
分
〜
17
時
30
分
）

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て

愛
媛
県
エ
イ
ズ
予
防
週
間
の

お
知
ら
せ

「人権・行政・心配ごと相談」
日時  11月20日（月）　10時～ 15時

場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり

◆日吉中央集会所

問 人権…町民生活課戸籍住民係 内線2111

　 行政…総務財政課行政係 内線7802

　 心配…社会福祉協議会 ☎45－3709

在宅医療に携わられている永井康徳先生（医療法人ゆうの森たんぽぽクリニック）よりお話いただきます。
【日時】令和５年11月19日（日）13：30 ～ 15：30（13：00開場）
【会場】パフィオ宇和島１階ホール（宇和島市鶴島町８番３号）
【定員】約200名〈申込不要・参加無料〉
【問い合わせ先】市立宇和島病院　がん相談支援センター　　電話：（0895）25－1111
駐車場は台数が限られていますので、できる限り公共交通機関をご利用ください。
※感染症対策としてのマスク着用、手指消毒の励行をお願いします。

「人生最終段階の準備はできていますか　～在宅医療と人生会議～」

募
　
集

令
和
６
年
度
新
居
浜
産
業
技
術

専
門
学
校
入
校
生
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集

医
療
法
人
ゆ
う
の
森

　
　
　
永
井
康
徳
先
生

広報きほく　2023.11 22



日
　
時

11
月
26
日
㈰

９
時
〜
12
時
（
午
前
中
の
み
）

場
　
所

●
本
庁
１
階
　
町
民
生
活
課

※

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
に
記

載
さ
れ
た
書
類
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
３

　
職
員
が
ご
自
宅
等
へ
伺
い
申
請

を
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
役
場

へ
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
書
類
が
揃
え
ば
、
カ
ー
ド
は

本
人
限
定
受
取
郵
便
等
（
転
送
不

可
）
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま

す
。

日
　
時

　
平
日
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

13
時
30
分
〜
16
時

実
施
期
間

　
令
和
６
年
２
月
29
日
ま
で

対
象
者

初
め
て
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
る
方

　
鬼
北
町
民
か
つ
２
カ
月
以
内
に

転
出
予
定
が
な
い
方

※

一
週
間
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

※

公
用
車
１
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
３

日
　
時

11
月
26
日
㈰

※

事
前
予
約
が
必
要

13
時
〜
16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場
　
所

　
近
永
公
民
館
　
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課
地
域
活
力
創
出
係

　
内
線
２
２
１
７

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
南
予
事
務
所

　
☎
０
８
９
３－

５
７－

６
７
０
５

　
愛
媛
県
と
県
内
16
市
町
で
共
同

運
用
す
る
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の

サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。次
の
よ
う
な
申
請
が
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
利
用
可
能
な
申
請
等
の
例
）
鬼

北
地
域
情
報
通
信
基
盤
設
備
利
用

申
請
書
、
水
道
使
用
開
始
届
、
戸

別
浄
化
槽
使
用
者
変
更
届
等

問
い
合
わ
せ

▼
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　
内
線
２
４
２
４

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

全
国
統
一
防
火
標
語

『
火
を
消
し
て

　
　
　
　
不
安
を
消
し
て

　
　
　
　
　
　
　
つ
な
ぐ
未
来
』

実
施
期
間

11
月
９
日
㈭
〜
11
月
15
日
㈬

い
の
ち
を
守
る
４
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

○
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

○
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

い
の
ち
を
守
る
６
つ
の
対
策

●
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全

装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す

る
。

●
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交

換
す
る
。

●
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
保
し
、備
え
て
お
く
。

●
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　
消
防
本
部
　
予
防
課
　
予
防
係

　
☎
０
８
９
５－

２
２－

７
５
０
１

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
消
防

フ
ェ
ア
。
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
消
防
と
住
民
の
方
々
と
の
ふ

れ
あ
い
を
と
お
し
て
、
広
く
防
火

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

11
月
12
日
㈰

12
時
30
分
〜
15
時

場
　
所

　
宇
和
島
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド

　
旧
中
央
町
ふ
れ
あ
い
広
場

日
　
時

11
月
21
日
㈫
　
13
時
か
ら

場
　
所

　
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
番
地

　
愛
媛
県
中
予
地
方
局

３
階
会
議
室
　

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

　
☎
０
８
９－

９
１
３－

５
８
０
０

http://w
w
w
.ehim

e-kikou.jp/

　
高
松
国
税
局

　
　
　
　
特
別
整
理
第
一
部
門

　
☎
０
８
７－

８
３
１－

３
１
１
１

https://w
w
w
.koubai.nta.go.jp/

　
愛
媛
県
東
予
地
方
局

　
　
　
　
税
務
管
理
課
納
税
室

　
☎
０
８
９
７－

５
６－

９
４
７
７

https://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/

「
労
働
保
険
」
と
は
、
業
務
又

は
通
勤
に
起
因
し
て
負
傷
、
疾
病

を
被
っ
た
労
働
者
に
対
し
て
補
償

を
行
う
労
働
者
災
害
補
償
保
険

（
労
災
保
険
）
と
、
労
働
者
が
失

業
し
た
場
合
等
に
生
活
の
安
定
を

図
る
雇
用
保
険
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　
全
国
に
お
い
て
各
種
事
業
主
団

体
、
個
別
事
業
主
へ
の
訪
問
指
導

等
を
強
化
し
、
自
主
的
な
手
続
を

促
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
自
主
的

に
保
険
関
係
の
成
立
手
続
を
取
ら

な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
職
権

に
よ
る
成
立
手
続
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

実
施
期
間

　
令
和
５
年
11
月

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応

件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
り
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ

る
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い

な
ど
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
地
域
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
で
発
生
予
防
や
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
、「
虐
待
か
も
し
れ
な
い
」
と

感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で

救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
町
民
生
活
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
１
８

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
訪
問

申
請
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

え
ひ
め
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
開
始

第
13
回
消
防
フ
ェ
ア
開
催

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

差
押
不
動
産
の
合
同
公
売
会
を

実
施
し
ま
す

11
月
は「
労
働
保
険
未
手
続

事
業
一
掃
強
化
期
間
」で
す

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」で
す

▼
児
童
相
談
所

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24
時
間
）

【
電
話
】
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
踏
切
事
故
が
四

国
県
内
で
12
件
発
生
し
て
お
り
、

一
旦
発
生
す
る
と
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
高
く
、
原
因
の

ほ
と
ん
ど
が
直
前
横
断
と
停
滞
・

落
輪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
踏
切
通

行
者
の
マ
ナ
ー
向
上
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

実
施
期
間

11
月
１
日
㈬
〜
11
月
10
日
㈮
　

ス
ロ
ー
ガ
ン

　『
き
け
ん
で
す

む
り
な
お
う
だ
ん

い
の
ち
と
り
』

　
12
月
１
日
㈮
〜
７
日
㈭
は
「
愛

媛
県
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」
で
す
。

　
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
エ
イ

ズ
発
症
前
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
発
見

で
き
れ
ば
、
エ
イ
ズ
発
症
を
予
防

で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
エ
イ
ズ
相
談
・
検

査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

夜
間
検
査

12
月
１
日
㈮

　
17
時
30
分
〜
19
時
30
分

通
常
検
査

　
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
除
く
）　

10
時
〜
11
時

場
　
所

　
南
予
地
方
局
１
階
予
診
室

（
宇
和
島
保
健
所
）

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
保
健
所
健
康
増
進
課

感
染
症
対
策
係

☎
０
８
９
５－

２
２－

５
２
１
１

　（
内
線
２
６
７
）

https://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/n
an54125/uw

ajim
a-hcn/kanse

n/index.htm
l

コ
ー
ス

・
機
械
・
保
全
・
電
気
技
術
者

・
２
級
自
動
車
整
備
士

・
溶
接
・
金
属
加
工
技
術
者

受
付
期
間

11
月
13
日
㈪
〜
12
月
８
日
㈮

試
験
日

12
月
15
日
㈮

問
い
合
わ
せ

☎
０
８
９
７－

４
３－

４
１
２
３

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
、
開
発
途
上
国

で
現
地
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し

な
が
ら
と
も
に
働
き
、
国
づ
く
り

に
貢
献
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力

隊
を
募
集
し
ま
す
。

　
計
画
・
行
政
、公
共
・
公
益
事
業
、

農
林
水
産
、
鉱
工
業
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
商
業
・
観
光
、
人
的
資
源
、

保
健
・
医
療
、
社
会
福
祉
の
９
分

野
、
約
１
８
０
種
類
の
仕
事
が
今

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
技
術
・
経
験
を
発
展
途
上
国
で

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
期
間

　
11
月
１
日
㈬
〜
12
月
11
日
㈪

応
募
資
格

　
昭
和
28
年
12
月
13
日
〜

　
平
成
16
年
８
月
２
日
生
ま
れ

で
、
日
本
国
籍
を
持
つ
方

募
集
説
明
会
日
時

11
月
25
日
㈯
　
14
時
〜
16
時

サ
イ
ボ
ウ
ズ
　
松
山
オ
フ
ィ
ス

※

参
加
無
料
＆
予
約
不
要

問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
事
務
局

☎
０
４
５－

４
１
０
４－

８
９
２
２

　（
平
日
10
時
〜
12
時
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

☎
０
８
７－

８
２
１－

８
８
２
５

　（
平
日
９
時
30
分
〜
17
時
30
分
）

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て

愛
媛
県
エ
イ
ズ
予
防
週
間
の

お
知
ら
せ

「人権・行政・心配ごと相談」
日時　 11月20日（月）　10時～ 15時

場所　◆鬼北町総合福祉センターひまわり

◆日吉中央集会所

問 人権…町民生活課戸籍住民係　内線2111

　 行政…総務財政課行政係　　　　　内線7802

　 心配…社会福祉協議会　　　　　　☎45－3709

在宅医療に携わられている永井康徳先生（医療法人ゆうの森たんぽぽクリニック）よりお話いただきます。
　【日時】令和５年11月19日（日）13：30 ～ 15：30（13：00開場）
　【会場】パフィオ宇和島１階ホール（宇和島市鶴島町８番３号）
　【定員】約200名〈申込不要・参加無料〉
　【問い合わせ先】市立宇和島病院　がん相談支援センター　　電話：（0895）25－1111
駐車場は台数が限られていますので、できる限り公共交通機関をご利用ください。
※感染症対策としてのマスク着用、手指消毒の励行をお願いします。

「人生最終段階の準備はできていますか　～在宅医療と人生会議～」

募
　
集

令
和
６
年
度
新
居
浜
産
業
技
術

専
門
学
校
入
校
生
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集

医
療
法
人
ゆ
う
の
森

　
　
　
永
井
康
徳
先
生

広報きほく　2023.1123



竹
の
子
川
柳
会

５・７・５に乗せて

か
ん
き
せ
ん
お
と
が
ぼ
う
ぼ
う
る
さ
い
な

小
学
校
一
年
生

広
い
海
お
ふ
ね
が
お
よ
ぐ
気
持
ち
い
い

小
学
校
二
年
生

ぐ
る
ぐ
る
と
回
る
私
の
の
う
の
中

小
学
校
四
年
生

や
き
肉
を
や
く
音
聞
い
て
お
な
か
す
く

小
学
校
五
年
生

い
い
こ
と
は
一
度
あ
っ
た
ら
二
度
あ
る
よ

小
学
校
五
年
生

未
来
へ
の
夢
が
広
が
る
小
学
生小

学
校
五
年
生

し
ょ
う
来
は
広
い
宇
宙
に
行
き
た
い
な

小
学
校
六
年
生

聞
く
と
き
は
お
へ
そ
を
向
け
て
話
し
合
う

小
学
校
六
年
生

人
生
で
一
度
は
し
た
い
逆
バ
ン
ジ
ー

中
学
校
一
年
生

い
つ
の
日
か
広
い
世
界
を
旅
し
た
い

中
学
校
二
年
生

楽
し
も
う
だ
っ
て
人
生
一
度
き
り

中
学
校
二
年
生

親
友
と
会
話
広
る
昼
休
み

高
校
二
年
生

ぐ
る
ぐ
る
の
パ
ン
と
言
え
ば
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン

高
校
三
年
生

ひ
よ
し
川
柳
会

金
婚
に
思
う
君
へ
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ宮

川
　
柳
酔

送
り
火
の
揺
れ
る
炎
お
旅
立
ち

水
野
す
み
こ

宇
宙
ま
で
行
く
計
算
が
す
ば
ら
し
い

山
本
　
　
節

赤
い
空
明
日
元
気
な
や
る
気
く
れ熊

本
　
忠
眞

大
空
に
希
望
を
も
ら
う
虹
二
つ

兵
頭
チ
ヨ
カ

梅
雨
空
に
あ
な
た
が
さ
し
た
傘
が
縁

若
宮
　
賢
敬

黄
と
ん
ぼ
稲
穂
出
た
ぞ
と
運
動
会兵

頭
　
好
子

こ
の
猛
暑
ト
ン
ボ
木
陰
で
一
休
み中

城
　
英
雄

思
い
思
わ
れ
若
い
写
真
は
セ
ピ
ア
色

木
村
　
貞
子

思
う
事
半
分
言
っ
て
丸
く
す
み

大
崎
　
五
葉

ど
っ
こ
い
し
ょ
立
つ
も
座
る
も
気
合
い
い
れ

川
添
　
忠
昭

瀬
戸
内
海
景
観
ほ
こ
る
花
畑

宇
都
宮
　
忍

▲先行上映会の様子

▲交流館でのミーティングの様子

史
跡
公
園
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

　
令
和
６
年
度
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
等
妙
寺
旧
境
内
史
跡
公
園
・
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
「
奈
良
山
等
妙
寺
歴
史
交
流
館
」。
交
流
館
の
運
営

に
携
わ
る
予
定
の
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
を
対
象
に
８
月
26
日
（
土
）、

９
月
16
日
（
土
）
に
史
跡
等
妙
寺
サ
ポ
ー
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
は
、
展
示
工
事
前
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を
特
別
公
開
。
見

学
後
に
は
史
跡
や
交
流
館
の
将
来
像
を
意
見
交
換
、
現
状
の
課
題
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
、
交
流
館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
放
映
す
る
史
跡
ガ
イ
ダ
ン

ス
動
画
の
先
行
上
映
会
を
実
施
。
視
聴
後
は
動
画
の
感
想
や
、サ
ポ
ー

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
時
間
が
不
足
す
る
程
、

多
岐
に
わ
た
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、「
部
屋
の
中
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
も
い
い
け
ど
、早
く
現
地
を
歩
き
た
い
。
皆
と
体
を
動
か
し
た
い
。」

と
い
う
要
望
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
次
回
以
降
、
現
地
見
学
中
心
と
な

り
ま
す
の
で
、
と
も
に
史
跡
の
理
解
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し

込
み
は
教
育
課
ま
で
。

鬼
北
の
足
跡
を
た
ど
る
【
第
４
回
】
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コラムの広場

「大本神社　若神主の模索と目標」
～16代権禰宜　大野直基さん～

川井康悦　　藤波架江
浅越聖光

地域おこし協力隊　お鬼楽塾

きほくのまち人探訪
　好藤地区にある大本神社は、15代宮司の大野直陳さん、16代権禰宜の大野直基さんの2代で神主をされていま
す。北宇和郡内には多くの神社があり、現在大野さん親子を含めて町内の宮司さん4名でお祭りや年始行事等を

行い、総代や氏子さんに準備からご協力いただき住民の皆さんに案内等を行っ
ています。
　先代から継承されてきた伝統を守り、地域での行事を大切にされている直基
さんは、若くして神主になりました。昔は氏神様で神事（七五三・初宮・厄除け等）
を行う家庭がほとんどでしたが、現在では地域外の有名な神社に行く家庭が多
く見受けられるため、町外神主さんも含めて『まずは知ってもらうことが必要』
で、時代と共に変わる社会の動きに、どう対応していくべきなのか。また、後
継者問題にも直面し後世の宮司さんをどう確保していくのか。日々模索してい
るそうです。
　新しいことにも挑戦していきたいと話す直基さんは、普段は整体師をしなが
ら代々受け継がれてきた伝統を後世に継承し、より地域に根付いた活動をしな
がら、目標に向かって日々まい進しています。

「Silence is not always golden」ＡＬＴの鬼の里Ｄiary ～Brian編～

がたくさんあるのに、ニュースキャス
ターはそれを伝えず、悲劇的な話に焦点
を当てがちです。でも、アメリカのいい
ところは、自分の考えをはっきり言うこ
とや他人の意見を聞いて有意義な会話を
することだと思います。日本も、ただメ
ンツを保ち、異なる意見を持つ人を怒ら
せないようにすることに一生懸命になる
よりは、その方が良いと思います。
　他の人ともっと議論することで、自分
の考えや感情を伝えるスキルが向上する
だけでなく、他の人の気持ちも考え、理
解できるようになると思います。

　私の母国であるアメリカと日本では時
事問題やニュースについての話し方に大
きな違いがあります。アメリカでは、テ
レビのニュース番組の多くは悪いニュー
スがとりあげられ、そのニュースについ
て人々は何時間も同じことについて討論
します。日本でテレビを見ると、良い
ニュースやポジティブなニュースがたく
さんあります。私が日本で見たニュース
の多くは、国や世界に新しい場所やイベ
ントがオープンしたことや、科学の新し
い発展に関するもので、見ていて本当に
面白い。アメリカにもポジティブなこと

「楽しみながら将来に役立つこと」

えて、分かりやすいように話す。自分の
意見を相手に伝えるのは難しいことで
す。母国語だと特に、当たり前にやって
いることなので、それについて考える機
会も少ないように思います。しかし、社
会に出て仕事をしていくうえでは必須の
スキルとなっているのも事実です。聞い
て、考えて、話す、という流れを楽しみ
ながら学んでいくことができればと思
い、公営塾ではこういった会を設けてい
ます。
　将来、仕事をしていく中で役に立つこ
とを学んでいける機会が増えていけば良
いと思いながら企画を考えています。

　公営塾「お鬼楽塾」で講師をしている
川井です。公営塾では月１で塾生と大人
がひとつのテーマについて話し合う「お
鬼楽トークライブ」を開催しています。
先日は「友達」というテーマで実施し、
それぞれお題に沿って友達というものを
深堀し、意見を述べ合いました。友達は
普段から何気なく使っている言葉です
が、「どのような状態であれば友達なの
か」「親友と友達って違うのだろうか」「友
達はたくさんいる方が良いのだろうか」
など様々な意見や考えが出てきて、とて
も興味深い会となりました。
　自分の考えを整理して、話す順番を考

地域おこし協力隊活動日記
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コロナ感染症の現況と
ワクチンについて

　鬼北町でも10月より新型コロナウイ
ルスの７回目のワクチン接種が開始さ
れ、高齢者施設に入居されている方から
順次、現在流行しているXBB株に対応
したワクチンを接種しています。
　XBB株の特徴は感染力が強く、免疫
をすり抜ける能力が高いことです。症状
は比較的軽症なことが多く、ほとんど症
状の出ない場合も見られます。しかしな
がら肺炎など重症化の例も少数ながら見
られ、また、１～２ヶ月にわたり咳や倦
怠感等の後遺障害が続く例も多く見られ
ます。
　当院でも２ヶ月の間に２回コロナウイ
ルスに感染した例やコロナ感染は軽快し
たものの摂食機能や身体機能が低下し長
期入院に至る例も多く見られました。
　特に高齢で認知症や脳血管障害により
ベッド上での生活が主体になっている方
は早めのワクチン接種をお勧めします。

北宇和病院
だよりNo.43 ～鬼北町げんき幸齢者応援事業について～

　在宅で暮らしている高齢者の日常生活上の支援を行うことにより、要
支援・要介護状態への進行防止及び自立生活の継続助長を図ることを目
的とし、補助を行っています。
　【対　象　者】
　町内に居住する介護保険認定を受けていない65歳以上の高齢者で、地
域包括支援センター職員が実施する基本チェックリストに該当する方。
　【補助内容】
①住宅改修　住宅改修にかかる費用の70%補助　（上限額　10万円）
②福祉用具購入　購入金額の70%補助　（上限額　５万円）
①②の両方とも限度額まで利用可能。

＊希望される方は、工事及び購入前に保健介護課　地域包括支援セン
ターまでご相談ください。

問 保健介護課　地域包括支援センター　内線 3121、3122

住宅改修の例
●手すりの取り付け
●段差解消
●洋式便器への取換　など

福祉用具購入の例
●歩行器・歩行用杖
●車いす・特殊寝台
●見守り機能付き家電　など

編
集
後
記

▼
９
月
中
旬
か
ら
、愛
治
清
水
地

区
の
五
ツ
鹿
踊
り
を
練
習
し
て
い

ま
す
。後
継
者
不
足
で
、継
続
が
困

難
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、地
域

の
方
の
強
い
思
い
で
復
活
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。伝
統
文
化
に
初
め
て

触
れ
る
た
め
、毎
回
の
練
習
が
楽

し
み
で
す
。今
年
の
各
地
域
の
秋

祭
り
は
、開
催
予
定
と
の
こ
と
で

し
た
の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。（
咲
）

　９
月
26
日
、
27
日
に
宇
和
島

市
・
北
宇
和
郡
中
学
校
新
人
総

合
体
育
大
会
、
10
月
８
日
に
全

南
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　３
年
生
が
引
退
し
て
新
チ
ー

ム
に
な
り
、
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
緊
張
し
て
い
る
選
手

や
笑
顔
で
プ
レ
ー
を
す
る
選
手

な
ど
様
々
で
す
が
、
喜
び
や
悔

し
さ
を
共
有
で
き
る
の
は
と
て

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　愛
媛
県
新
人
体
育
大
会
へ
は
、

団
体
戦
４
団
体
、
個
人
戦
17
名
、

陸
上
競
技
５
名
が
出
場
し
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
健
闘
を
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

今

月

の

１

枚
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　川
添
　結
來
　奈
良

　
　
　
　
　
　保
護
者
　友
裕

　木
下
　塁
翔
　延
川

　
　
　
　
　
　保
護
者
　和
也

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

 

岡
野
　凌
大
　国
遠 

　

 

内
山
　実
咲
　宇
和
島
市

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　二
宮
カ
ツ
子
　94
　近
永

　渡
邊
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　82
　北
川

　佐
々
木
邦
男
　93
　東
仲

　松
本
　龍
美
　91
　成
藤

　山
本
　雄
介
　55
　下
鍵
山

　土
居
　克
宏
　76
　出
目

　芝
　ユ
キ
ノ
　102
　奈
良

　池
下
　豊
彦
　71
　岩
谷

　葛
川
多
美
代
　76
　川
上

　山
田
　
　稔
　83
　父
野
川
下

　芝
　
　庄
一
　87
　小
倉

　松
岡
　將
志
　82
　永
野
市

　植
地
ツ
ル
子
　90
　近
永

　赤
松
愛
美
子
　90
　上
大
野

戸 

籍 

の 

窓

ゆ
ら

る
か

コロナ感染症の現況と
ワクチンについて

　鬼北町でも10月より新型コロナウイ
ルスの７回目のワクチン接種が開始さ
れ、高齢者施設に入居されている方から
順次、現在流行しているXBB株に対応
したワクチンを接種しています。
　XBB株の特徴は感染力が強く、免疫
をすり抜ける能力が高いことです。症状
は比較的軽症なことが多く、ほとんど症
状の出ない場合も見られます。しかしな
がら肺炎など重症化の例も少数ながら見
られ、また、１～２ヶ月にわたり咳や倦
怠感等の後遺障害が続く例も多く見られ
ます。
　当院でも２ヶ月の間に２回コロナウイ
ルスに感染した例やコロナ感染は軽快し
たものの摂食機能や身体機能が低下し長
期入院に至る例も多く見られました。
　特に高齢で認知症や脳血管障害により
ベッド上での生活が主体になっている方
は早めのワクチン接種をお勧めします。

北宇和病院
だよりNo.43 ～鬼北町げんき幸齢者応援事業について～

　在宅で暮らしている高齢者の日常生活上の支援を行うことにより、要
支援・要介護状態への進行防止及び自立生活の継続助長を図ることを目
的とし、補助を行っています。
　【対　象　者】
　町内に居住する介護保険認定を受けていない65歳以上の高齢者で、地
域包括支援センター職員が実施する基本チェックリストに該当する方。
　【補助内容】
　①住宅改修　住宅改修にかかる費用の70%補助　（上限額　10万円）
　②福祉用具購入　購入金額の70%補助　（上限額　５万円）
　①②の両方とも限度額まで利用可能。

＊希望される方は、工事及び購入前に保健介護課　地域包括支援セン
ターまでご相談ください。

問 保健介護課　地域包括支援センター　内線 3121、3122

住宅改修の例
●手すりの取り付け
●段差解消
●洋式便器への取換　など

福祉用具購入の例
●歩行器・歩行用杖
●車いす・特殊寝台
●見守り機能付き家電　など

編
集
後
記

▼
９
月
中
旬
か
ら
、愛
治
清
水
地

区
の
五
ツ
鹿
踊
り
を
練
習
し
て
い

ま
す
。後
継
者
不
足
で
、継
続
が
困

難
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、地
域

の
方
の
強
い
思
い
で
復
活
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。伝
統
文
化
に
初
め
て

触
れ
る
た
め
、毎
回
の
練
習
が
楽

し
み
で
す
。今
年
の
各
地
域
の
秋

祭
り
は
、開
催
予
定
と
の
こ
と
で

し
た
の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。（
咲
）
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日
、
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日
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宇
和
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市
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宇
和
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中
学
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新
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総

合
体
育
大
会
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月
８
日
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全

南
中
学
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合
体
育
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ま
し
た
。

　３
年
生
が
引
退
し
て
新
チ
ー

ム
に
な
り
、
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
緊
張
し
て
い
る
選
手

や
笑
顔
で
プ
レ
ー
を
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る
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手

な
ど
様
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す
が
、
喜
び
や
悔

し
さ
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共
有
で
き
る
の
は
と
て

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　愛
媛
県
新
人
体
育
大
会
へ
は
、

団
体
戦
４
団
体
、
個
人
戦
17
名
、

陸
上
競
技
５
名
が
出
場
し
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
健
闘
を
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

今 

月 

の 

１ 

枚

Happy Birthday
11月生まれの元鬼っず　ー元気な鬼北っ子ー

げんき

【募集中】第2回鬼北町フォトコンテスト「キホクのキオク」

▲タイトル：「信心」

　撮影場所：日吉神社

　撮影者：中川雄喜

▲タイトル：「夏の記憶」

　撮影場所：出目駅

　撮影者：higakiayuri

まだまだフォトコン
テスト開催中です！
この機会に町内を散
策してみませんか？
スマートフォンで撮
影した写真でも大歓
迎なのでお気軽にご
応募ください

１
歳 

川
上

兄弟仲良く喧嘩しながら大きくなってね☺
お兄ちゃんより早くおしゃべりすることが

当面の目標です★

程
内
　
玲
衣
ち
ゃ
ん

ほ
ど
う
ち

れ
　
い

２
歳 

吉
波

いつもニコニコのゆうな☺
これからも元気にすくすく大きくなってね♡

青
儀
　
柚
那
ち
ゃ
ん

あ

お

ぎ

ゆ

う

な
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問保健介護課　保健係　内線 3114

鬼北町食生活改善推進協議会　会員募集中！

減塩応援レシピ
	『あじのサルサマリネ』

いつもの南蛮漬けをサルサ風味で減塩。
野菜や果物のカリウムが体内のナトリウムを排出します。

１人当たりの栄養量
エネルギー：255㎉ タンパク質：17.1g
脂質：15.0g　　カルシウム：76g　　食塩相当量：1.1g

〔材料〕２人分
あじ（３枚卸し）１尾分、片栗粉大さじ１、トマト 1/2 個、玉ねぎ 1/4 個、
ピーマン 1/2 個、オレンジ１個、Ⓐ（酢大さじ 1、塩小さじ 1/4、オリー
ブオイル大さじ 1、タバスコ少々）

〔作り方〕
❶あじは２～３等分に切る。塩コショウで下味をつけて、片栗粉をしっか

りまぶす。
❷トマトは 1.5 ㎝角、玉ねぎは薄切りにして水にさらして、しっかり水気

を切る。ピーマンは横に薄切りにする。オレンジは皮をむいて小房にする。
❸ボウルにⒶと❷を合わせて混ぜる。
❹フライパンに少し多めの油を熱し❶を並べて両面に焼き色がつくまで揚

げ焼きにする。油をきって❸に加えてざっくり混ぜて、味がなじむまで
漬けて器に盛る。

―食生活改善推進協議会 好藤支部―
食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ

日
吉
地
区
に
お
住
い
の
山
崎
さ
ん
ご
夫
婦
。
出
か

け
る
と
き
は
い
つ
も
一
緒
で
、
こ
れ
ま
で
け
ん
か
を

し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
仲
の
良
い
ご
夫
婦
で
す
。

武
雄
さ
ん
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
多
趣
味

で
、
玄
関
先
に
あ
る
カ
ラ
フ
ル
な
風
車
も
手
作
り

し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
手
作
り
太
鼓
を
お
宮
に

寄
付
し
た
り
、
田
を
貸
し
て
、
児
童
・
生
徒
に
田

植
え
や
稲
刈
り
を
教
え
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、

自
分
の
好
き
を
地
域
に
還
元
し
て
い
る
印
象
を
も

ち
ま
し
た
。
昔
は
お
祝
い
事
の
際
に
地
域
で
集
ま
っ

て
神
楽
を
す
る
文
化
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
発

起
人
が
武
雄
さ
ん
が
住
む
、
宮
成
地
区
の
皆
さ
ん

だ
と
お
伺
い
し
ま
し
た
。
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

神
楽
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、
日
吉
地
区
の
若
者
有

志
の
皆
さ
ん
に
継
承
し
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
多
趣
味
の
武
雄
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
フ

ミ
コ
さ
ん
は
、
長
年
学
校
給
食
を
作
り
、「
節
安
ふ

れ
あ
い
の
森
」
で
は
手
打
ち
う
ど
ん
の
指
導
を
し
て

い
ま
し
た
。
い
つ
か
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒

に
手
打
ち
う
ど
ん
を
作
る
の
が
夢
だ
そ
う
で
す
。

お
二
人
と
も
口
を
合
わ
せ
て
「
昔
は
地
域
と
の

交
流
が
あ
っ
た
」「
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
お
話
し
す

る
の
が
楽
し
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
仲
の
い
い

メ
ン
バ
ー
と
旅
行
に
行
っ
た
り
、
み
ん
な
で
作
っ

た
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
を
販
売
し
た
り
と
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
町
内
に
住
む
息
子
さ
ん
が
、
よ
く
様

子
を
見
に
来
て
く
れ
る
そ
う
で
、
農
作
業
や
お
米

の
生
産
を
徐
々
に
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
武
雄
さ

ん
は
結
婚
前
か
ら
毎
日
、
日
記
を
つ
け
て
い
る
た

め
、
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
息
子
さ
ん
に
教
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
お
孫
さ
ん
か
ら
の
提
案
で
、「
な
ん
で

も
館
」
で
写
真
の
展
示
会
を
し
た
お
話
も
伺
い
ま

し
た
。
誰
も
が
経
験
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
た
め
、

や
っ
て
み
よ
う
か
‼
と
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
た
そ
う

で
す
。
武
雄
さ
ん
の
何
事
に
も
挑
戦
す
る
気
持
ち

に
は
圧
倒
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

挑
戦
す
る
こ
と
が
好
き
！

山
崎

武た
け

雄お

さ
ん

フ
ミ
コ
さ
ん
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